
文
氏
に
少
女
像
撤
去
要
求

国
海
軍
は
活
動
範
囲
を
拡
大

し
続
け
て
い
る
」
と
警
戒
感

を
示
し
た
。
そ
の
上
で「（
南

シ
ナ
海
な
ど
で
）
貿
易
を
規

制
し
た
り
、
海
路
や
空
路
を

封
鎖
し
た
り
す
れ
ば
、
地
域

の
安
定
に
影
響
を
与
え
る
」

と
強
調
し
、
米
海
軍
が
同
海

域
に
艦
艇
を
派
遣
す
る
「
航

行
の
自
由
」
作
戦
の
重
要
性

を
訴
え
た
。

　

米
海
軍
は
昨
年
１
１
月
、

北
朝
鮮
へ
の
圧
力
と
し
て
日

本
海
で
原
子
力
空
母
３
隻
が

参
加
す
る
演
習
を
実
施
。
北

朝
鮮
メ
デ
ィ
ア
は
、
米
国
が

戦
争
を
始
め
よ
う
と
す
る
危

険
な
事
態
と
非
難
し
た
が
、

「
北
朝
鮮
の
行
動
に
比
べ
れ

ば
、
日
本
海
を
航
行
す
る
こ

　
【
平
昌
共
同
＝
荒
井
英
明
】
安
倍
晋
三
首
相
は
９
日
午
後
、
韓
国
・
平
昌
で
文
在

寅
大
統
領
と
会
談
し
、
北
朝
鮮
の
核
・
ミ
サ
イ
ル
開
発
問
題
で
、
日
米
韓
が
連
携

し
て
圧
力
を
最
大
限
に
ま
で
高
め
る
方
針
を
確
認
し
た
。
国
際
社
会
の
対
応
に
関

し
「
平
昌
冬
季
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
が
正
念
場
と
な
る
」
と
表
明
。
慰
安

婦
問
題
の
日
韓
合
意
に
つ
い
て
は
「
国
と
国
と
の
約
束
だ
」
と
し
て
、
着
実
な
履

行
を
要
求
し
た
。
ソ
ウ
ル
の
日
本
大
使
館
や
釡
山
の
日
本
領
事
館
前
に
あ
る
少
女

像
は
外
交
上
問
題
が
あ
る
と
し
て
撤
去
を
求
め
た
。

要
請
し
た
。
ソ
ウ
ル
の
日
本

大
使
館
前
に
お
け
る
徴
用
工

像
設
置
の
動
き
を
念
頭
に
し

た
発
言
と
み
ら
れ
る
。

　

両
首
脳
は
未
来
志
向
の
日

韓
関
係
を
構
築
す
る
必
要
が

あ
る
と
の
認
識
で
は
一
致
。

日
中
韓
首
脳
会
談
の
早
期
開

催
も
申
し
合
わ
せ
た
。

　

会
談
後
、
首
相
は
８
日
に

訪
韓
し
た
ペ
ン
ス
米
副
大
統

領
と
短
時
間
会
談
。
文
氏
を

加
え
３
人
で
写
真
撮
影
に
臨

み
、
対
北
朝
鮮
で
連
携
を
ア

ピ
ー
ル
し
た
。

　

訪
韓
前
に
首
相
は
、
五
輪

に
出
場
す
る
日
本
選
手
に
対

首
相「
五
輪
後
が
正
念
場
」

国
こ
そ
が
挑
発
的
だ
」
と
批

判
し
た
。

　

中
国
は
南
シ
ナ
海
で
人
工

島
を
造
成
し
て
レ
ー
ダ
ー
施

設
な
ど
を
建
設
し
、
実
効
支

配
を
既
成
事
実
化
。
日
本
周

辺
で
も
今
年
１
月
に
中
国
海

軍
の
艦
艇
が
沖
縄
県
・
尖
閣

諸
島
周
辺
の
接
続
水
域
に
入

る
な
ど
行
動
を
活
発
化
さ
せ

て
い
る
。

　

ソ
ー
ヤ
ー
氏
は
「
国
際
的

利
益
を
追
求
す
る
た
め
、
中

　
【
共
同
】
米
海
軍
第
７
艦

隊
（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）

の
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ソ
ー
ヤ
ー

司
令
官
は
９
日
、
共
同
通
信

の
単
独
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応

じ
、
中
国
に
よ
る
海
洋
進
出

を
「
行
き
過
ぎ
た
領
有
権
の

主
張
に
対
抗
す
る
」
と
け
ん

制
し
た
。
ま
た
、
日
本
海
で

の
米
国
の
軍
事
演
習
に
反
発

す
る
北
朝
鮮
を
「
大
陸
間
弾

道
ミ
サ
イ
ル
（
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
）

発
射
や
核
実
験
を
繰
り
返
す

北
朝
鮮
を
批
判「
挑
発
的
」

ミ
サ
イ
ル
開
発
を
執
拗
に
続

け
て
い
る
。
対
話
の
た
め
の

対
話
に
は
意
味
が
な
い
」
と

し
て
、
国
連
安
全
保
障
理
事

会
に
よ
る
制
裁
決
議
の
完
全

履
行
な
ど
圧
力
の
重
要
性
を

訴
え
た
。
朝
鮮
半
島
有
事
に

備
え
、
在
韓
邦
人
の
安
全
確

保
や
退
避
に
向
け
た
連
携
を

確
認
し
た
。
海
上
で
積
み
荷

を
移
し
替
え
る
「
瀬
取
り
」

へ
の
対
応
も
求
め
た
。

　

慰
安
婦
合
意
に
関
し
て

は
、
さ
ら
な
る
謝
罪
な
ど
を

求
め
る
韓
国
側
の
新
方
針
は

容
認
で
き
な
い
と
の
考
え
を

伝
達
。
文
氏
は
、
合
意
に
つ

い
て
「
当
事
者
や
国
民
が
内

容
を
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
問

題
を
解
決
で
き
な
い
」
と
述

べ
、
従
来
の
立
場
を
繰
り
返

し
た
。
合
意
の
破
棄
と
再
交

渉
は
求
め
な
い
と
し
た
。

　

首
相
は
、
戦
時
徴
用
さ
れ

た
朝
鮮
半
島
出
身
者
を
巡
る

問
題
で
「
適
切
な
対
応
」
を

会談の冒頭、握手をかわす安倍首相と
韓国の文在寅大統領＝９日、韓国・平昌
（代表撮影・共同）

日韓、北朝鮮へ最大圧力

北
朝
鮮
楽
団

「
独
島
」
替
え
歌

竹
島
題
材
の
韓
国
歌
謡
も

１
０
３
２
・
８
９
ド
ル
安
の

２
万
３
８
６
０
・
４
６
ド
ル

と
、
過
去
最
大
と
な
っ
た
５

日
に
次
ぐ
下
げ
幅
を
記
録
。

東
京
市
場
は
全
面
安
の
展
開

と
な
り
、
ア
ジ
ア
株
も
下
落

し
た
。
世
界
的
な
株
安
の
連

鎖
が
再
燃
し
か
ね
な
い
情
勢

で
、
デ
フ
レ
脱
却
に
向
け
賃

上
げ
を
目
指
す
今
春
闘
に
悪

影
響
を
与
え
る
恐
れ
も
あ

る
。

　

麻
生
太
郎
財
務
相
は
９
日

の
記
者
会
見
で
「
金
融
市
場

を
含
め
経
済
の
動
向
を
注

視
す
る
」
と
指
摘
。「
世
界

経
済
の
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル

ズ
（
基
礎
的
諸
条
件
）
は
全

然
悪
く
な
い
」
と
パ
ニ
ッ
ク

売
り
を
け
ん
制
し
た
。
菅
義

偉
官
房
長
官
は
「
経
済
運
営

に
万
全
を
期
し
た
い
」
と
述

べ
た
。
大
阪
取
引
所
は
９
日

午
前
、「
東
証
マ
ザ
ー
ズ
指

数
先
物
」
の
価
格
急
落
を
受

け
、
取
引
を
一
時
停
止
す
る

サ
ー
キ
ッ
ト
ブ
レ
ー
カ
ー
を

発
動
。
そ
の
後
取
引
を
再
開

し
た
。

　

午
後
１
時
現
在
の
日
経
平

均
は
前
日
終
値
比
６
６
１
円

７
７
銭
安
の
２
万
１
２
２
９

し
「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
成
果

を
発
揮
し
て
ほ
し
い
」
と
官

邸
で
記
者
団
に
述
べ
た
。

米
第
７
艦
隊
司
令
官
が
け
ん
制

中
国
の
領
有
権
主
張
に
対
抗

と
が
挑
発
的
だ
と
は
思
え
な

い
」
と
反
論
し
た
。

　

国
連
安
全
保
障
理
事
会
の

制
裁
決
議
を
逃
れ
る
た
め
に

北
朝
鮮
の
船
が
外
国
船
舶

か
ら
積
み
荷
を
移
し
替
え
る

「
瀬
取
り
」
の
対
策
で
、
米

国
が
日
本
な
ど
同
盟
国
と
情

報
を
共
有
し
て
い
る
と
し
、

「
制
裁
は
効
果
を
見
せ
始
め
、

北
朝
鮮
は
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を

感
じ
て
い
る
」と
分
析
し
た
。

　

海
上
自
衛
隊
が
昨
年
５

月
、
安
全
保
障
関
連
法
に
基

づ
く
米
艦
艇
防
護
を
初
め
て

行
っ
た
こ
と
は
、「
一
体
化

が
よ
り
進
み
、
今
後
も
強
ま

る
だ
ろ
う
」
と
評
価
し
た
。

東
証
、
一
時
７
０
０
円
超
下
落

世
界
株
安
連
鎖
、
再
燃
も

眞
子
さ
ま
、
笑
顔
で
公
務

結
婚
延
期
発
表
後
初
め
て

　
【
共
同
】
秋
篠
宮
家
の
長

女
眞
子
さ
ま
（
２
６
）
は
９

日
、
東
京
・
銀
座
の
セ
ン
ト

ラ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
銀
座
で

開
催
中
の
「
現
代
女
流
書

１
０
０
人
展
」
を
鑑
賞
さ
れ

た
。
結
婚
延
期
発
表
後
、
初

め
て
の
公
務
に
臨
ん
だ
眞
子

さ
ま
は
、
に
こ
や
か
な
表
情

で
作
品
の
説
明
を
聴
き
、
一

つ
一
つ
を
熱
心
に
見
て
い

た
。

　

説
明
を
し
た
書
家
柳
澤
朱

篁
さ
ん
（
７
３
）
が
「
ご
婚

約
の
期
間
が
長
け
れ
ば
長
い

ほ
ど
お
幸
せ
が
来
ま
す
よ
」

と
言
う
と
、
眞
子
さ
ま
は
笑

顔
で
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
」
と
応
じ
た
と
い
う
。

　

柳
澤
さ
ん
は
眞
子
さ
ま
が

小
学
１
年
か
ら
高
校
２
年
の

間
、
２
週
間
に
１
度
、
書
道

を
教
え
て
い
た
。
展
示
さ
れ

円
０
９
銭
。
東
証
株
価
指

数
（
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｘ
）
は

４
６
・
７
９
ポ
イ
ン
ト
安
の

１
７
１
８
・９
０
。

　

東
京
外
国
為
替
市
場
で
円

高
ド
ル
安
が
進
ん
だ
こ
と
も

売
り
材
料
と
な
り
、
日
経
平

均
の
下
げ
幅
は
一
時
７
７
１

円
に
達
し
た
が
、
割
安
感
が

あ
る
銘
柄
の
買
い
戻
し
も

入
っ
た
。

　

前
日
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
株

式
市
場
の
急
落
は
、
米
国
の

財
政
赤
字
拡
大
に
伴
う
国

債
増
発
へ
の
不
安
が
広
が
っ

た
た
め
。
米
英
の
金
融
引
き

締
め
ペ
ー
ス
が
加
速
す
る
と

の
観
測
拡
大
も
あ
り
、
米
長

期
金
利
の
指
標
と
な
る
１
０

年
債
利
回
り
が
一
時
２
・

８
８
４
％
ま
で
上
昇
し
た
。

　

大
和
証
券
の
壁
谷
洋
和

チ
ー
フ
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
ト
ラ

テ
ジ
ス
ト
は
「
米
英
の
金
融

緩
和
策
が
転
換
点
に
あ
り
、

長
期
金
利
が
今
後
も
上
昇
す

る
と
の
見
方
か
ら
売
り
圧
力

が
強
ま
っ
た
」と
分
析
。「
株

式
相
場
は
当
面
、
不
安
定
な

値
動
き
が
続
く
」
と
警
戒
し

た
。

（
１
段
）

（
１
段
）

台
湾
に
募
金
で
「
恩
返
し
」

震
災
被
災
地
に
支
援
の
輪

　
　

★
★
併
用
写
真
あ
り
★
★

　
【
共
同
】
地
震
で
多
数
の
死
傷
者
が
出
た
台
湾
に
、
東
日
本
大
震
災
後
に
受
け
た
支
援
へ
の
「
恩
返
し
」
を
し
よ
う
と
、
岩
手
、
宮
城
、
福
島
の
被
災
３
県
で

募
金
活
動
を
実
施
し
た
り
、
検
討
し
た
り
す
る
動
き
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

台
湾
側
の
約
２
２
億
円
の
寄
付
金
を
基
に
南
三
陸
病
院
を
再
建
し
た
宮
城
県
南
三
陸
町
は
、
役
場
な
ど
６
カ
所
に
募
金
箱
を
設
置
。
町
内
の
商
店
街
や
小
中

学
校
で
も
寄
付
を
募
り
始
め
た
。

　

２
０
１
７
年
に
開
業
し
た
「
南
三
陸
志
津
川
さ
ん
さ
ん
商
店
街
」
で
地
元
産
の
食
品
な
ど
を
扱
う
渋
谷
祐
介
さ
ん
（
３
７
）
も
店
頭
に
募
金
箱
を
置
い
た
。「
民

泊
を
利
用
し
て
町
に
来
て
く
れ
る
台
湾
人
も
い
る
の
で
、地
震
は
人
ご
と
で
は
な
い
と
感
じ
る
。
募
金
で
恩
返
し
の
気
持
ち
が
届
い
た
ら
う
れ
し
い
」
と
語
っ
た
。

　

岩
手
県
花
巻
市
で
は
、
市
庁
舎
で
義
援
金
の
受
け
付
け
を
開
始
。
東
京
電
力
福
島
第
１
原
発
事
故
で
全
町
避
難
が
続
く
福
島
県
の
双
葉
町
や
大
熊
町
な
ど
も

義
援
金
を
募
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

 

た
柳
澤
さ
ん
の
作
品
に「
眞
」

の
字
が
入
っ
て
お
り
、
眞
子

さ
ま
は
「
こ
の
字
が
好
き
で

す
」
と
話
し
た
と
い
う
。
同

展
で
は
、
日
本
を
代
表
す
る

女
性
書
家
１
０
０
人
の
作
品

を
展
示
し
て
い
る
。

　

宮
内
庁
は
６
日
、
婚
約
が

内
定
し
て
い
る
眞
子
さ
ま
と

大
学
時
代
の
同
級
生
の
小

室
圭
さ
ん
（
２
６
）
に
つ
い

て
、
１
１
月
に
予
定
し
て

い
た
結
婚
式
な
ど
の
行
事
を

２
０
２
０
年
ま
で
延
期
す
る

と
発
表
し
た
。

　

農
林
水
産
省
は
９
日
、

２
０
１
７
年
の
農
林
水
産

物
・
食
品
の
輸
出
額
（
速
報

値
）
が
前
年
比
７
・
６
％
増

の
８
０
７
３
億
円
だ
っ
た
と

発
表
し
た
。
和
食
ブ
ー
ム
に

乗
っ
て
牛
肉
や
主
な
加
工

品
が
伸
び
、
５
年
連
続
で

過
去
最
高
を
更
新
し
た
。
た

だ
、
近
年
の
伸
び
率
は
鈍
く

「
１
９
年
に
１
兆
円
」
と
い

　
【
江
陵
共
同
】
平
昌
冬
季

五
輪
に
合
わ
せ
韓
国
入
り
し

た
北
朝
鮮
の
「
三
池
淵
管
弦

楽
団
」
は
８
日
、
北
東
部

江
陵
の
「
江
陵
ア
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
で
開
い
た
公
演
で
、

北
朝
鮮
歌
謡
の
本
来
の
歌
詞

を
変
え
て
「
独
島
（
島
根
県

の
竹
島
）
も
わ
が
祖
国
」
な

ど
と
歌
っ
た
。
竹
島
を
題
材

に
し
た
韓
国
歌
謡
「
ホ
ル
ロ

（
独
り
）
ア
リ
ラ
ン
」
も
披

露
し
た
。

　

公
演
は
融
和
ム
ー
ド
に
あ

る
南
北
間
を
巡
る
政
治
性
を

薄
め
る
一
方
、
日
本
と
の
領

土
問
題
を
通
じ
団
結
を
呼
び

掛
け
る
意
図
が
あ
っ
た
と
み

ら
れ
る
。

　
【
共
同
】
麻
生
太
郎
財
務

相
の
在
任
期
間
が
１
２
日
で

１
８
７
５
日
に
達
し
、
こ
れ

が
南
北
融
和
路
線
に
傾
斜
し

な
い
よ
う
く
ぎ
を
刺
し
た

形
。
文
氏
は
「
南
北
対
話
が

非
核
化
を
揺
る
が
し
た
り
、

国
際
協
調
を
乱
し
た
り
す
る

こ
と
は
な
い
」
と
述
べ
、
対

話
継
続
に
意
欲
を
示
し
た
。

　

首
相
の
訪
韓
は
２
０
１
５

年
１
１
月
以
来
で
、
文
政
権

誕
生
後
は
初
め
て
。
会
談
は

五
輪
開
会
式
の
前
に
、
会
場

近
く
の
ホ
テ
ル
で
約
１
時
間

に
わ
た
り
実
施
し
た
。

　

首
相
は
「
北
朝
鮮
は
核
・

　

首
相
は
五
輪
開
会
式
前

に
、
朝
鮮
労
働
党
序
列
２
位

で
北
朝
鮮
代
表
団
ト
ッ
プ
の

金
永
南
最
高
人
民
会
議
常
任

委
員
長
と
短
時
間
会
話
を
交

わ
し
、
拉
致
・
核
・
ミ
サ
イ

ル
問
題
の
解
決
を
要
求
し

た
。

　

文
氏
と
の
会
談
で
首
相

は
、
北
朝
鮮
か
ら
核
放
棄
に

向
け
た
具
体
的
行
動
を
引
き

出
す
に
は
、
五
輪
後
も
圧
力

路
線
を
堅
持
す
る
必
要
が
あ

る
と
の
認
識
を
伝
え
、
文
氏

　
【
共
同
】
９
日
の
東
京

株
式
市
場
の
日
経
平
均
株

価
（
２
２
５
種
）
は
大
幅

反
落
し
、
下
げ
幅
が
一
時

７
０
０
円
を
超
え
た
。
こ
れ

に
先
立
つ
８
日
の
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
株
式
市
場
で
、
米

国
の
金
利
上
昇
へ
の
警
戒

感
か
ら
ダ
ウ
工
業
株
３
０

種
平
均
の
終
値
が
前
日
比

う
政
府
目
標
の
達
成
は
危

う
い
。
斎
藤
健
農
相
は
閣

議
後
の
記
者
会
見
で
「
こ

れ
ま
で
以
上
に
精
力
的
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
」

と
述
べ
、
海
外
諸
国
の
輸

入
規
制
の
撤
廃
な
ど
に
力

を
入
れ
る
考
え
を
示
し
た
。

　

１
７
年
の
品
目
別
輸
出

額
は
、
４
１
・
４
％
増
の

１
９
２
億
円
と
な
っ
た
牛

肉
の
ほ
か
イ
チ
ゴ
、
緑
茶
、

コ
メ
、日
本
酒
、み
そ
、し
ょ

う
ゆ
な
ど
が
最
高
額
だ
っ

た
。
半
面
、
リ
ン
ゴ
は
不

作
の
た
め
、
贈
答
用
に
好

ま
れ
る
大
玉
の
需
要
を
満

た
せ
ず
１
７
・
７
％
減
。
天

候
不
良
に
よ
る
不
漁
の
影

響
が
続
い
た
ホ
タ
テ
ガ
イ

は
１
５
・６
％
減
だ
っ
た
。

　

大
別
す
る
と
、
加
工

食
品
や
畜
産
物
と
い
っ
た

農
産
物
が
８
・
１
％
増
の

４
９
６
８
億
円
、
水
産
物
が

４
・
２
％
増
の
２
７
５
０
億

円
、
丸
太
な
ど
の
林
産
物
は

３
２
・
３
％
増
の
３
５
５
億

円
だ
っ
た
。

　

大
き
な
課
題
は
、
日
本
産

食
品
に
対
し
、
東
京
電
力
福

島
第
１
原
発
事
故
後
に
取
ら

れ
た
規
制
だ
。
１
７
年
の
輸

出
先
１
位
の
香
港
、
２
位
の

米
国
、３
位
の
中
国
な
ど
は
、

一
部
産
地
の
食
品
の
輸
入
停

止
措
置
を
解
い
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
欧
米
へ
の
輸
出
で

食
品
メ
ー
カ
ー
は
、
衛
生
管

理
の
手
続
き
を
定
め
た
国
際

基
準「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ（
ハ
サ
ッ

プ
）」
の
認
定
を
求
め
ら
れ

る
こ
と
が
多
い
が
、
浸
透
は

道
半
ば
。
生
産
管
理
の
徹
底

ぶ
り
を
示
す
国
際
認
証
「
Ｇ

Ａ
Ｐ
（
ギ
ャ
ッ
プ
）」
を
取
っ

た
農
場
は
わ
ず
か
だ
。

１
７
年
農
林
水
産
輸
出
８
千
億
円

最
高
更
新
、
目
標
は
危
う
く

　

歌
詞
を
変
え
た
の
は
、
北

朝
鮮
最
高
峰
の
白
頭
山
と
韓

国
の
済
州
島
に
そ
び
え
る
漢

拏
山
に
つ
い
て
歌
い
、
北
朝

鮮
の
立
場
か
ら
統
一
を
望
む

曲
。
当
初
は
韓
国
側
が
難
色

を
示
し
て
い
た
が
、
演
奏
に

至
っ
た
。
本
番
で
は
「
済
州

島
、
漢
拏
山
も
わ
が
祖
国
」

と
の
歌
詞
を
「
漢
拏
山
も
独

島
も
わ
が
祖
国
」と
変
え
た
。 　

楽
団
が
演
奏
し
た
「
ホ
ル

ロ
ア
リ
ラ
ン
」は
、五
輪
フ
ィ

ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
の
ア
イ
ス

ダ
ン
ス
に
出
場
す
る
韓
国
代

表
が
用
い
る
曲
の
別
バ
ー

ジ
ョ
ン
。
韓
国
ス
ケ
ー
ト
連

盟
は
、
歌
詞
の
「
独
島
」
が

政
治
的
な
問
題
に
な
る
可
能

性
を
踏
ま
え
、
国
際
ス
ケ
ー

ト
連
盟
に
使
用
が
可
能
か
確

認
し
て
い
る
。

　

公
演
は
一
般
観
覧
客
の
ほ

か
、
趙
明
均
統
一
相
や
、
与

党
「
共
に
民
主
党
」
の
秋

美
愛
代
表
、
地
元
の
江
原
道

の
崔
文
洵
知
事
ら
も
観
覧
し

た
。
楽
団
は
８
日
深
夜
に
会

場
を
後
に
し
、
付
近
で
は

人
々
が
朝
鮮
半
島
を
描
い
た

「
統
一
旗
」
を
振
り
「
わ
れ

わ
れ
は
一
つ
だ
」
と
連
呼
し

た
。

ま
で
ト
ッ
プ
の
宮
沢
喜
一
氏

の
記
録
１
８
７
４
日
を
抜
い

て
戦
後
最
長
を
更
新
す
る
。

麻
生
氏
は
９
日
の
記
者
会
見

で
感
想
を
問
わ
れ
「
長
く
や

れ
ば
い
い
と
い
う
も
の
で
も

な
い
」
と
だ
け
語
っ
た
。

　

麻
生
氏
は
安
倍
晋
三
首
相

の
盟
友
と
さ
れ
、
首
相
を
経

験
し
た
重
鎮
だ
。
宮
沢
氏
が

中
曽
根
、
竹
下
、
小
渕
、
森

の
歴
代
内
閣
で
財
務
相
（
蔵

相
）
を
務
め
た
の
に
対
し
、

麻
生
氏
は
２
０
１
２
年
１
２

月
２
６
日
の
第
２
次
安
倍
内

閣
発
足
と
同
時
に
副
総
理
兼

財
務
相
・
金
融
担
当
相
に
就

任
し
、
以
来
５
年
余
り
に
及

び
安
倍
政
権
を
支
え
て
き

た
。

　

麻
生
氏
の
在
任
期
間
は
昨

年
１
２
月
の
時
点
で
水
田
三

喜
男
氏
を
抜
い
て
戦
後
２

位
と
な
っ
た
。
同
一
内
閣
の

連
続
在
任
期
間
と
し
て
は
、

１
６
年
９
月
に
池
田
勇
人
氏

の
記
録
１
３
５
３
日
を
上
回

り
既
に
戦
後
最
長
だ
。

　

財
務
省
に
よ
る
と
、
戦
前

も
含
め
た
最
長
記
録
は
明
治

時
代
に
国
家
財
政
の
確
立

に
尽
力
し
た
松
方
正
義
氏
の

５
３
０
２
日
。

麻
生
財
務
相
、

在
任
最
長
に

宮
沢
氏
の
戦
後
記
録
更
新
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移
民
急
増
で
緊
張
表
面
化
？

「
移
民
や
難
民
に
対
す
る
宗

教
的
不
寛
容
」
を
歌
う
。
こ

れ
も
ウ
ニ
ベ
ル
サ
ル
教
会
と

結
び
つ
き
の
あ
る
ク
リ
ヴ
ェ

ラ
市
長
へ
の
批
判
を
う
か
が

わ
せ
て
い
る
。

　

ま
た
、
優
勝
常
連
の
ベ
イ

ジ
ャ
・
フ
ロ
ー
ル
も
、
フ
ラ

ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
題
材

を
と
っ
た
「
モ
ン
ス
タ
ー
は

愛
す
る
こ
と
を
知
ら
な
い
―

親
に
見
離
さ
れ
た
子
ど
も
た

ち
」
と
い
う
エ
ン
レ
ド
で
、

社
会
や
政
治
の
不
寛
容
性
を

歌
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
連
邦
政
府
へ
の
批

判
も
あ
る
。
昨
年
１
６
年
ぶ

り
に
２
部
か
ら
復
帰
し
た
パ

ラ
イ
ゾ
・
ド
・
ツ
イ
ウ
チ

は
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
の
一
部

に
、
ジ
ウ
マ
前
大
統
領
の
罷

免
騒
動
の
際
に
頻
繁
に
見
ら

れ
た
鍋
叩
き
デ
モ
の
参
加
者

を
「
悪
の
手
」
の
操
り
人
形

と
し
て
描
き
出
し
た
も
の
な

ど
も
入
れ
て
い
る
。

　

た
だ
、
決
し
て
、
そ
う
し

　
【
既
報
関
連
】
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
（
以
下
ベ
国
）
か
ら
の
移
民
が
大
量
に
流
入
し
て
い

る
北
伯
ロ
ラ
イ
マ
州
の
州
都
ボ
ア
・
ヴ
ィ
ス
タ
市
で
、
５
日
と
８
日
の
未
明
に
ベ

国
人
が
住
む
住
居
が
放
火
さ
れ
る
事
件
が
起
き
た
。
ボ
ア
・
ヴ
ィ
ス
タ
市
に
は
、

人
口
３
３
０
万
人
の
と
こ
ろ
に
そ
の
１
割
以
上
の
４
０
万
人
の
ベ
国
人
が
流
入
し

て
お
り
、
緊
張
も
高
ま
っ
て
い
る
。
８
日
に
現
地
を
視
察
し
た
ラ
ウ
ル
・
ジ
ュ
ン

グ
マ
ン
国
防
相
や
ト
ル
ク
ア
ル
ト
・
ジ
ャ
ル
ジ
ン
法
相
も
、
こ
れ
は
政
府
が
対
処

す
べ
き
問
題
だ
と
し
て
対
策
に
乗
り
出
し
た
と
、
８
、９
日
付
伯
字
各
紙
・
サ
イ
ト

が
報
じ
た
。

が
住
む
家
の
放
火
も
火
炎
瓶

が
使
わ
れ
、
爆
発
に
よ
り
、

３
歳
児
と
両
親
が
大
火
傷
し

た
。
こ
の
件
も
殺
人
課
が
捜

査
中
だ
。「
政
治
危
機
、
経

済
危
機
が
起
こ
る
前
の
生
活

は
、
何
の
不
自
由
も
な
か
っ

た
。
で
も
今
は
、
病
院
も

学
校
も
食
べ
物
さ
え
も
な

い
。
だ
か
ら
伯
国
に
逃
げ
て

き
た
の
に
…
」
と
、
ジ
ャ
ン

ケ
リ
ー
・
ヴ
ァ
ス
ケ
ス
さ
ん

（
２
９
）
は
語
る
。

　

ロ
ラ
イ
マ
州
公
共
保
安
局

長
ジ
ュ
リ
ア
ー
ナ
・
カ
ス
ト

ロ
氏
は
、「
ベ
国
人
が
こ
う

し
た
被
害
に
遭
う
の
は
初
め

て
で
は
な
い
。
事
件
が
外
国

人
排
斥
思
想
に
基
づ
く
も
の

な
の
か
を
調
べ
、
そ
れ
が
証

明
さ
れ
た
ら
、
犯
人
に
は
重

い
罰
が
下
る
」
と
語
っ
た
。

　

ボ
ア
・
ヴ
ィ
ス
タ
市
で
の

ベ
国
民
急
増
と
そ
れ
へ
の
対

応
は
複
数
の
省
庁
も
交
え

た
会
合
の
議
題
に
な
っ
て
お

り
、
８
日
に
は
ジ
ュ
ン
グ
マ

ン
国
防
相
や
ジ
ャ
ル
ジ
ン
法

相
、
セ
ル
ジ
オ
・
エ
シ
ェ
ゴ

　

本
日
か
ら
カ
ー
ニ
バ
ル
祝

日
の
１
３
日
、
ま
た
は
灰
の

水
曜
日
の
１
４
日
朝
ま
で
が

休
み
に
な
る
人
が
多
い
。
連

休
を
利
用
し
て
旅
行
す
る
人

も
少
な
く
な
い
の
で
、
交
通

情
報
を
少
し
。
内
陸
方
面
行

き
は
、
ヅ
ッ
ト
ラ
道
と
ア

イ
ル
ト
ン
・
セ
ナ
で
７
時

イ
イ
ェ
ン
安
全
保
障
局
長
が

同
市
入
り
し
、
地
元
当
局
者

や
ベ
国
人
と
面
会
し
た
。

　

国
防
相
は
市
内
の
広
場
で

野
宿
し
て
い
る
３
０
０
人
の

ベ
国
人
の
何
人
か
を
聴
取
し

た
後
、「
現
状
に
シ
ョ
ッ
ク

を
受
け
た
。
こ
れ
は
人
道
的

な
問
題
だ
。
彼
ら
は
自
ら
望

ん
で
国
を
捨
て
て
き
た
わ
け

で
は
な
い
。
そ
う
せ
ざ
る
を

得
な
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ

た
の
だ
。
人
道
支
援
は
ロ
ラ

イ
マ
州
や
ボ
ア
・
ヴ
ィ
ス
タ

市
だ
け
で
な
く
、
国
全
体
で

考
え
る
べ
き
問
題
で
、
移
民

の
受
入
先
も
全
国
に
広
げ
る

べ
き
だ
」
と
語
っ
た
。

　

ま
た
、
法
相
は
、
９
０
日

以
内
に
全
国
で
１
千
人
の
ベ

国
人
を
雇
用
す
る
た
め
の
パ

イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

「
外
国
人
排
斥
か
」を
調
査

た
政
治
的
テ
ー
マ
だ
け
で
は

な
い
。
昨
年
は
採
点
ミ
ス
が

あ
り
、
結
果
的
に
ポ
ル
テ
ー

ラ
と
同
点
優
勝
と
な
っ
た
モ

シ
ダ
ー
デ
・
イ
ン
デ
ペ
ン
デ

ン
テ
は
、「
ナ
マ
ス
テ
―
私

へ
と
続
く
道
」
で
イ
ン
ド
文

化
を
表
現
す
る
。

　

昨
年
は
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に

見
舞
わ
れ
、
不
本
意
な
１
１

位
に
終
わ
っ
た
上
位
常
連
の

ウ
ニ
ド
ス
・
ダ
・
チ
ジ
ュ
ッ

イ
ラ
の
エ
ン
レ
ド
は
単
刀
直

入
に
「
金
が
あ
ろ
う
が
な
か

ろ
う
が
、た
だ
、や
る
だ
け
」。

こ
れ
は
マ
ル
セ
ロ
・
ク
リ

ヴ
ェ
ラ
市
長
に
よ
る
市
政
へ

の
批
判
だ
と
、
か
ね
て
か
ら

話
題
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
昨
年
３
３
年
ぶ
り

に
優
勝
し
、
古
豪
復
活
を
印

象
づ
け
た
ポ
ル
テ
ー
ラ
は
、

「
突
然
あ
ち
ら
か
ら
こ
ち
ら

へ
」
と
題
す
る
エ
ン
レ
ド
で

　

リ
オ
市
サ
プ
カ
イ
の
サ
ン

ボ
ー
ド
ロ
モ
で
は
明
日
１
１

日
か
ら
２
夜
連
続
で
、
カ
ー

ニ
バ
ル
の
Ｓ
Ｐ
グ
ル
ー
プ
の

パ
レ
ー
ド
が
開
催
さ
れ
る
。

各
エ
ス
コ
ー
ラ
の
エ
ン
レ
ド

（
テ
ー
マ
曲
）
と
共
に
、
今

年
の
傾
向
と
見
ど
こ
ろ
を
紹

介
す
る
。

　

今
年
の
リ
オ
の
カ
ー
ニ
バ

ル
は
市
や
州
の
財
政
破
綻
の

中
で
開
催
さ
れ
る
。
そ
れ
を

象
徴
す
る
よ
う
に
、
史
上
２

位
の
１
９
回
の
優
勝
を
誇
る

名
門
エ
ス
コ
ー
ラ
、
マ
ン
ゲ

社
会
批
判
目
立
つ
今
年
の
テ
ー
マ

選
挙
高
裁
が
Ｆ
Ｌ
法
見
直
し
か

現
在
の
リ
オ
の
実
情
を
反
映

カ
は
、
脚
本
も
司
会
も
こ
な

せ
る
マ
ル
チ
俳
優
ミ
ゲ
ル
・

フ
ァ
ラ
ベ
ー
ラ
に
捧
げ
た

パ
レ
ー
ド
を
行
う
。
ま
た
、

１
３
年
連
続
で
５
位
以
内
と

安
定
し
て
い
る
サ
ル
ゲ
イ
ロ

は
、
黒
人
女
性
の
偉
人
た
ち

に
捧
げ
た
内
容
。
長
ら
く
同

エ
ス
コ
ー
ラ
の
カ
ル
ナ
ヴ
ァ

レ
ス
コ
を
務
め
た
ラ
ジ
ェ
夫

妻
の
移
籍
先
で
あ
る
グ
ラ
ン

デ
・
リ
オ
は
、
伝
説
の
バ
ラ

エ
テ
ィ
司
会
者
シ
ャ
ク
リ
ー

ニ
ャ
の
一
生
が
テ
ー
マ
だ
。

　

昨
年
は
ポ
ル
テ
ー
ラ
を
優

勝
に
導
い
た
名
物
カ
ル
ナ

ヴ
ァ
レ
ス
コ
の
パ
ウ
ロ
・
バ

ロ
ス
が
指
揮
す
る
ヴ
ィ
ラ
・

イ
ザ
ベ
ル
は
、「
走
れ
。
未

来
は
す
ぐ
そ
こ
」
と
題
し
た

エ
ン
レ
ド
を
採
用
。
中
心

テ
ー
マ
は
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の

進
化
で
、
電
子
機
器
な
ど
を

使
っ
た
大
胆
な
演
出
か
と
期

待
さ
れ
て
い
る
。

　

５
日
未
明
に
発
生
し
た
事

件
で
は
、
火
炎
瓶
が
投
げ
込

ま
れ
て
爆
発
。
死
者
は
出
て

い
な
い
が
、
住
居
に
住
ん
で

い
た
女
性
が
一
人
、顔
か
ら
、

首
筋
、
背
中
に
か
け
て
大
火

傷
を
負
っ
た
。

　

捜
査
を
指
揮
す
る
ク
リ
ス

チ
ア
ー
ノ
・
カ
マ
プ
ン
警
部

（
殺
人
課
）
は
「
動
機
、
犯

人
の
行
方
を
捜
査
中
だ
。
犯

人
が
伯
人
か
、
ベ
国
人
か
も

分
か
っ
て
い
な
い
」
と
語
っ

た
。
現
時
点
で
は
、
逮
捕
者

は
出
て
い
な
い
。

　

８
日
に
発
生
し
た
、
ベ
国

人
の
大
人
６
人
、
子
供
７
人

１７年のリオのカーニバルより
Fernando Grilli / Riotur

ラウル・ジュングマン国防相
（Arquivo/Agência Brasil）

国
防
相
、
法
相
も
現
地
視
察

発
表
し
た
。
詳
細
は
未
発
表

だ
が
、「
立
派
な
職
歴
、職
能
、

学
歴
の
あ
る
ベ
国
人
も
多
い

か
ら
、
各
人
に
相
応
し
い
職

場
を
提
供
で
き
れ
ば
」
と
同

法
相
は
語
っ
て
い
る
。

〜
１
３
時
、
ア
ニ
ャ
ン
ゲ
ー

ラ
で
９
時
〜
１
４
時
、
カ
ス

テ
ロ
・
ブ
ラ
ン
コ
で
１
０
時

〜
１
４
時
、
レ
ジ
ス
・
ビ
ッ

テ
ン
コ
ー
ト
で
５
時
〜
１
７

時
、
フ
ェ
ル
ナ
ン
・
ジ
ア
ス

で
６
時
〜
１
５
時
が
混
雑
す

る
見
込
み
だ
。
海
岸
方
面
行

き
は
タ
モ
イ
ス
が
７
〜
１
４

時
、
ア
ン
シ
エ
タ
は
７
時

〜
１
５
時
が
渋
滞
す
る
と
い

う
。
連
休
中
の
天
気
は
ぐ
ず

つ
き
、
連
日
１
０
ミ
リ
以
上

の
雨
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

旅
行
に
行
く
人
は
足
元
に
気

を
つ
け
て
。

　
　
　
　
　

◎

　

１
０
〜
１
３
日
の
各
公
共

機
関
の
営
業
状
況
は
、
銀

行
、
水
道
局
、
郵
便
局
、
デ

ト
ラ
ン
は
全
休
と
な
る
。
ポ

ウ
パ
テ
ン
ポ
は
今
日
の
み
営

業
。
市
営
市
場
は
全
期
間

中
、営
業
す
る
。
保
健
所（
Ｕ

Ｂ
Ｓ
）
は
全
休
だ
が
、
一
部

の
Ｕ
Ｂ
Ｓ
で
は
黄
熱
病
の
予

防
接
種
を
実
施
す
る
。
Ａ
Ｍ

Ａ
は
１
２
時
間
制
と
２
４
時

間
制
の
両
方
が
、
通
常
通
り

機
能
す
る
。
Ｕ
Ｂ
Ｓ
と
の
統

括
型
の
Ａ
Ｍ
Ａ
は
１
１
日
と

１
３
日
が
休
み
と
な
る
。
救

急
病
院
は
通
常
通
り
機
能
す

る
が
、
オ
ー
ラ
・
セ
ル
タ
と

ア
ン
ブ
ラ
ト
リ
オ
は
全
休
と

な
る
。

　
　
　
　
　

◎

　

カ
ー
ニ
バ
ル
の
連
休
中
は

サ
ッ
カ
ー
の
聖
州
選
手
権
の

試
合
も
不
規
則
的
だ
。
通
常

は
日
曜
の
試
合
が
多
い
が
、

今
週
末
は
明
日
１
１
日
の
試

合
は
一
切
な
い
。
第
６
節
は

今
日
１
０
日
の
内
に
全
て
行

う
が
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
は
試
合

が
な
く
、コ
リ
ン
チ
ャ
ン
ス
、

パ
ル
メ
イ
ラ
ス
、
サ
ン
ト
ス

も
全
て
敵
地
試
合
だ
。
こ
の

期
間
中
は
む
し
ろ
、
ア
カ
デ

ミ
ー
賞
候
補
作
の
多
い
映
画

館
や
博
物
館
で
時
間
を
過
ご

す
の
も
い
い
だ
ろ
う
。

　
【
既
報
関
連
】
米
国
ダ
ウ

平
均
株
価
指
数
が
、
５
日
に

続
い
て
８
日
も
大
き
く
下
げ

た
影
響
で
、
伯
国
を
始
め
、

世
界
の
株
式
市
場
で
も
株
価

下
落
が
起
こ
っ
た
と
、
９
日

付
伯
字
各
紙
が
報
じ
た
。

　

８
日
の
ダ
ウ
は
、
前
日
７

日
の
終
値
の
２
万
４
８
９
３

ポ
イ
ン
ト
（
Ｐ
）
か
ら
４
・

１
％
（
１
０
３
３
Ｐ
）
も
下

げ
、
２
万
３
８
６
０
Ｐ
で
引

け
た
。

　

８
日
の
聖
市
株
式
市
場
指

数
（
Ｉ
ｂ
ｏ
ｖ
ｅ
ｓ
ｐ
ａ
）

は
、
前
日
比
１
・
４
９
％
マ

イ
ナ
ス
の
８
万
１
５
３
２
Ｐ

で
終
了
し
た
。
伯
国
株
は
昨

年
末
か
ら
今
年
１
月
に
か

け
て
大
き
く
上
昇
し
て
い

る
た
め
、
今
年
の
累
積
上

昇
率
は
６
・
７
２
％
を
保
っ

て
い
る
が
、
史
上
最
高
値
の

８
万
５
４
９
５
Ｐ
を
記
録
し

た
２
月
１
日
と
比
べ
る
と
、

５
営
業
日
で
４
・
６
％
の
下

落
だ
。

　

８
日
の
為
替
相
場
は
、
商

用
ド
ル
が
レ
ア
ル
に
対
し
て

０
・
１
２
％
上
昇
。
ド
ル
は

世
界
の
３
１
主
要
通
貨
中
、

２
７
種
の
通
貨
に
対
し
て
値

を
上
げ
た
。

　

８
日
は
、
各
市
場
も
、
ロ

ン
ド
ン
（
マ
イ
ナ
ス
１
・

４
９
％
）、
パ
リ
（
マ
イ
ナ

ス
１
・
９
８
％
）、
フ
ラ
ン

ク
フ
ル
ト
（
マ
イ
ナ
ス
２
・

６
２
％
）、マ
ド
リ
ッ
ド
（
マ

イ
ナ
ス
２
・
２
１
％
）、
リ

ス
ボ
ン
（
マ
イ
ナ
ス
１
・

１
６
％
）
と
、
そ
れ
ぞ
れ
値

を
下
げ
た
。

　

世
界
の
主
要
株
式
市
場

は
、
８
日
ま
で
の
直
近
５
営

業
日
中
、
４
営
業
日
で
値
を

下
げ
て
い
る
。
市
場
関
係
者

た
ち
は
そ
の
主
な
理
由
を
、

世
界
的
な
ほ
ぼ
全
面
高
の
状

況
か
ら
、
利
益
確
定
の
目
的

や
、
過
熱
に
慎
重
に
な
る
余

り
、
投
資
家
が
売
り
に
走
っ

た
か
ら
と
し
て
い
る
。

　

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
ア
ル

ヴ
ァ
ロ
・
バ
ン
デ
イ
ラ
氏
は
、

「
各
企
業
の
本
質
的
な
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
は
変
わ
っ
て
い
な

い
。
世
界
的
な
経
済
の
回
復

の
流
れ
は
明
ら
か
だ
」
と

語
っ
た
。

　

選
挙
高
裁
の
ル
イ
ス
・
フ

ク
ス
長
官
が
８
日
、
今
年
の

統
一
選
挙
で
は
第
２
審
で
も

有
罪
と
な
っ
た
政
治
家
の
出

馬
拒
否
を
徹
底
す
る
可
能
性

に
つ
い
て
言
及
し
た
と
９
日

付
伯
字
紙
が
報
じ
た
。

　

フ
ク
ス
最
高
裁
判
事
は
６

日
に
選
挙
高
裁
長
官
に
就
任

し
、
就
任
演
説
で
も
フ
ィ
ッ

シ
ャ
・
リ
ン
パ
（
Ｆ
Ｌ
）
法

を
積
極
的
に
擁
護
し
た
。
Ｆ

Ｌ
は
「
清
潔
な
カ
ー
ド
」
を

意
味
し
、
複
数
判
事
に
よ
る

裁
判
で
有
罪
が
確
定
し
た
人

物
は
、
刑
期
終
了
後
も
、
８

年
間
は
選
挙
へ
の
出
馬
が
禁

じ
ら
れ
る
。

　

同
長
官
は
６
日
も
、「
汚

れ
た
カ
ー
ド
は
蚊
帳
の
外
」

と
の
表
現
で
、
同
法
を
厳
格

に
適
用
す
る
意
向
を
表
明
。

８
日
は
更
に
、「
出
馬
不
能

で
あ
る
事
が
確
定
し
た
人
物

の
出
馬
登
録
は
受
け
付
け
な

い
」
と
明
言
し
た
上
で
、
高

等
裁
や
最
高
裁
が
人
身
保
護

令
を
適
用
し
た
り
、
上
告
裁

判
結
審
ま
で
は
自
由
の
身
で

い
る
事
を
認
め
る
暫
定
令
を

出
し
た
り
し
て
も
、
選
挙
高

裁
が
そ
れ
を
無
効
化
す
る
権

限
を
持
つ
事
を
検
討
す
る
意

向
も
明
ら
か
に
し
た
。

　

同
長
官
は
具
体
的
な
人
物

名
を
口
に
し
な
か
っ
た
が
、

こ
の
発
言
が
直
接
的
な
意
味

を
持
つ
の
は
ル
ー
ラ
元
大
統

領
の
例
だ
。

　

ル
ー
ラ
氏
は
、
１
月
２
４

日
に
第
４
地
域
裁
で
の
第
２

審
で
有
罪
判
決
を
受
け
、
同

地
域
裁
へ
の
抗
告
結
審
後
に

刑
執
行
と
言
い
渡
さ
れ
た
。

第
２
審
は
３
人
の
判
事
に
よ

る
も
の
で
、
当
然
、
Ｆ
Ｌ
法

適
用
と
な
る
が
、
同
氏
は
既

に
、
人
身
保
護
令
適
用
や
、

抗
告
の
チ
ャ
ン
ス
が
残
っ
て

い
る
間
は
逮
捕
、
投
獄
を
免

れ
る
事
が
出
来
、
選
挙
に
も

出
馬
出
来
る
よ
う
な
暫
定
令

を
要
請
済
み
だ
。

　

こ
れ
ら
の
要
請
が
受
け
入

れ
ら
れ
れ
ば
、
元
大
統
領
は

統
一
選
へ
の
出
馬
が
可
能
と

な
る
。
事
実
、労
働
者
党（
Ｐ

Ｔ
）
は
第
２
審
直
後
、
ル
ー

ラ
氏
を
大
統
領
選
候
補
に

立
て
、
登
録
最
終
日
の
８
月

１
５
日
に
出
馬
申
請
と
の
作

戦
ま
で
立
て
て
い
る
。

　

選
挙
期
間
中
に
暫
定
令
が

無
効
化
さ
れ
れ
ば
、
Ｐ
Ｔ
は

投
票
日
の
２
０
日
以
上
前
に

別
の
候
補
を
擁
立
出
来
る
。

ま
た
、
投
票
日
ま
で
暫
定
令

が
有
効
で
、
同
氏
が
当
選
し

た
場
合
は
、
選
挙
そ
の
も
の

が
無
効
化
さ
れ
、
再
選
挙
と

な
る
可
能
性
も
あ
る
。
フ
ク

ス
長
官
は
こ
う
い
っ
た
事
態

回
避
の
た
め
、
選
挙
高
裁
に

高
等
裁
や
最
高
裁
が
出
す
暫

定
令
を
覆
す
権
限
を
認
め
る

事
な
ど
を
話
し
合
う
。

　

グ
レ
イ
シ
ー
・
ホ
フ
マ
ン

Ｐ
Ｔ
党
首
は
フ
ク
ス
長
官
の

発
言
後
、
ネ
ッ
ト
上
で
抗
議

声
明
を
出
し
た
が
、
元
大
統

領
を
巡
る
状
況
は
、
ま
す
ま

す
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。

　

大
統
領
選
に
出
馬
か
否
か

で
注
目
さ
れ
て
い
る
グ
ロ
ー

ボ
局
司
会
者
の
ル
シ
ア
ノ
・

フ
ッ
キ
に
対
し
、
カ
ル
ド
ー

ゾ
元
大
統
領
（
Ｆ
Ｈ
Ｃ
）
が
、

自
身
の
民
主
社
会
党
（
Ｐ
Ｓ

Ｄ
Ｂ
）
の
ス
タ
イ
ル
に
良
く

合
っ
て
い
る
な
ど
と
語
っ
て

い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ

た
。
９
日
付
伯
字
紙
が
報
じ

て
い
る
。

　

カ
ル
ド
ー
ゾ
氏
は
８
日
、

「
フ
ッ
キ
の
政
治
ス
タ
イ
ル

は
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
に
近
い
と
か
ね

て
か
ら
思
っ
て
い
た
」
と
取

材
陣
に
語
っ
た
。

　

カ
ル
ド
ー
ゾ
氏
は
大
統
領

選
に
関
し
て
は
、「
私
の
候

補
は
あ
く
ま
で
ジ
ェ
ラ
ウ

ド
・
ア
ウ
キ
ミ
ン
聖
州
知
事

だ
」
と
強
調
し
、
同
党
か
ら

の
候
補
と
し
て
考
え
て
い
る

こ
と
を
否
定
し
た
。
だ
が
、

こ
の
日
、
元
大
統
領
は
フ
ッ

キ
と
直
接
面
会
を
行
っ
た
と

の
憶
測
が
流
れ
て
い
た
。

　

フ
ッ
キ
は
か
ね
て
か
ら
、

今
回
の
大
統
領
選
に
出
馬
す

る
こ
と
が
噂
さ
れ
、
世
論
調

査
の
結
果
も
上
位
に
入
る
健

闘
ぶ
り
だ
っ
た
が
、
昨
年

１
２
月
に
「
家
族
か
ら
の
反

対
」
を
理
由
に
出
馬
断
念
宣

言
を
行
っ
て
い
た
。

　

だ
が
、
１
月
末
に
行
わ
れ

た
ダ
ッ
タ
フ
ォ
ー
リ
ャ
の
世

論
調
査
で
、
ル
ー
ラ
元
大
統

領
が
収
賄
と
資
金
洗
浄
の
疑

惑
で
有
罪
と
な
り
、
不
出
馬

と
な
っ
た
場
合
は
、
選
挙
が

混
戦
と
な
る
と
の
報
道
が
あ

り
、
態
度
の
変
化
を
見
せ
て

い
た
。
同
調
査
で
の
彼
自
身

の
支
持
率
は
８
％
あ
っ
た
。

　

フ
ッ
キ
は
カ
ー
ニ
バ
ル
終

了
後
に
、
改
め
て
、
大
統
領

選
へ
の
態
度
を
は
っ
き
り
さ

せ
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。

外国為替市況
中銀サイトより

2月9日午後 4時現在
米ドル相場

売　3.3138  R$
買　3.3125  R$

円相場
売　0.0307  R$
買　0.0307  R$

ベ国人住居放火事件相次ぐ

伯
国
株
へ
の
影
響
は
小
さ
い
が

米
国
株
４
日
で
２
度
目
の
４
％
減

ル
ー
ラ
包
囲
網
更
に
狭
ま
る
？

ロライマ州
リオのカーニバル

明
日
か
ら
Ｓ
Ｐ
グ
ル
ー
プ
登
場

（２）２０１８年 第４９３５号 ２月 １０日 （土曜日）

「
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
の
ス
タ
イ
ル
だ
」

Ｆ
Ｈ
Ｃ
が
Ｌ
フ
ッ
キ
を
評
価

大統領選



　

地ち

球き
ゅ
う

史し

の
上う

え

で
、
オ
ラ
ン
ダ
は
偉い

大だ
い

な
足そ

く

跡せ
き

を
残の

こ

し
て
い

る
の
だ
が
、
そ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
は
大だ

い

英え
い

帝て
い

国こ
く

に
よ
っ
て
「
上う

わ

書が

き
」
さ
れ
、
消け

さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
た
と
え
ば
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
イ
ギ
リ
ス
よ
り
も
１
世せ

い

紀き

前ま
え

に
オ
ラ
ン
ダ
が
発は

っ

見け
ん

し
、
ニ
ュ
ー
ホ
ラ
ン
ト
と
命め

い

名め
い

し
て
い

る
。
ホ
ラ
ン
ト
は
オ
ラ
ン
ダ
の
中

ち
ゅ
う

心し
ん

的て
き

な
州し

ゅ
うで

、日に

本ほ
ん

語ご

の「
オ

ラ
ン
ダ
」
の
語ご

源げ
ん

で
あ
る
。

　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
方ほ

う

は
、
も
う
一ひ

とつ
の
大だ

い

州し
ゅ
うゼ
ー
ラ
ン
ト

（
英え

い

語ご

で
は　

Ｓ
ｅ
ｅ
ｌ
ａ
ｎ
ｄ
、
海う

み

の
土と

地ち

）
か
ら
と
ら

れ
た
オ
ラ
ン
ダ
名め

い

が
そ
の
ま
ま
残の

こ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
ニ
ュ
ー
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
と
言い

わ
れ
た
都と

市し

も
あ
っ
た
。
今い

ま

の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
あ
る
。
ハ
ド
ソ
ン
湾わ

ん

と
し
て
名な

を
残の

こ

し
て
い

る
イ
ギ
リ
ス
人じ

ん

探た
ん

検け
ん

家か

ハ
ド
ソ
ン
は
、
実じ

つ

は
オ
ラ
ン
ダ
の
東ひ

が
し
イ

ン
ド
会が

い

社し
ゃ

の
社し

ゃ

員い
ん

と
し
て
、
航こ

う

海か
い

に
出で

た
の
で
あ
る
。
オ
ラ
ン

ダ
は
、
現げ

ん

在ざ
い

の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
付ふ

近き
ん

と
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州

し
ゅ
う

以い

北ほ
く

の

北ほ
く

米べ
い

東と
う

北ほ
く

部ぶ

を
領

り
ょ
う

有ゆ
う

し
て
い
た
。［
１
，ｐ
１
５
５
］

　

そ
の
他ほ

か

、
オ
ラ
ン
ダ
は
、
ア
フ
リ
カ
最さ

い

南な
ん

端た
ん

の
喜き

望ぼ
う

峰ほ
う

か
ら
、

セ
イ
ロ
ン
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
、
広か

ん

東と
ん

に
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

や
通つ

う

商し
ょ
う

拠き
ょ

点て
ん

を

置お

き
、
１
７
世せ

い

紀き

の
世せ

界か
い

貿ぼ
う

易え
き

の
中

ち
ゅ
う

心し
ん

を
担に

な
っ
て
い
た
。
長な

が

崎さ
き

の
出で

島じ
ま

は
そ
の
終

し
ゅ
う

点て
ん

な
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
だ
け
の
勢せ

い

力り
ょ
く

圏け
ん

を
築き

ず

い
た
オ
ラ
ン
ダ
が
、
そ
の
勢い

き
おい
を

続つ
づ

け
て
い
た
ら
、
英え

い

国こ
く

な
ど
の
出で

る
幕ま

く

は
な
く
、
南み

な
み
ア
フ
リ
カ

か
ら
、
イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
を
支し

配は
い

す
る
大だ

い

蘭ら
ん

帝て
い

国こ
く

が
成せ

い

立り
つ

し
、
英え

い

語ご

オ
ラ
ン
ダ
盛せ

い

衰す
い

小し
ょ
う

史し

1999年
ねん

11月
がつ

11日
にち

版
ばん

で
は
な
く
オ
ラ
ン
ダ
語ご

が
国こ

く

際さ
い

語ご

と
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

　

な
ぜ
、
オ
ラ
ン
ダ
は
イ
ギ
リ
ス
よ
り
も
先せ

ん

頭と
う

を
走は

し

り
な
が

ら
、
大だ

い

英え
い

帝て
い

国こ
く

に
な
り
損そ

こ

ね
た
の
か
？

　

世せ

界か
い

貿ぼ
う

易え
き

の
中

ち
ゅ
う

心し
ん

を
占し

め
た
経け

い

済ざ
い

大た
い

国こ
く

が
、
な
ぜ
急

き
ゅ
う

速そ
く

に

衰す
い

退た
い

し
た
の
か
？

　

オ
ラ
ン
ダ
の
盛せ

い

衰す
い

の
歴れ

き

史し

は
、
現げ

ん

代だ
い

の
日に

本ほ
ん

に
と
っ
て
他た

人に
ん

事ご
と

で
は
な
い
。

　

オ
ラ
ン
ダ
と
い
え
ば
、
運う

ん

河が

と
風ふ

う

車し
ゃ

の
国く

に

と
い
う
の
が
、
大お

お

方か
た

の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
二ふ

た

つ
は
の

ど
か
さ
ど
こ
ろ
か
、
苛か

烈れ
つ

な
風ふ

う

土ど

に
対た

い

し
て
オ
ラ
ン
ダ
人じ

ん

が
続つ

づ

け
て
き
た
苦く

闘と
う

の
象

し
ょ
う

徴ち
ょ
うで
あ
る
。
大た

い

著ち
ょ

「
オ
ラ
ン
ダ
の
興こ

う

亡ぼ
う

」

の
著ち

ょ

者し
ゃ

バ
ー
カ
ー
は
オ
ラ
ン
ダ
は
「
自し

然ぜ
ん

条じ
ょ
う

件け
ん

か
ら
い
っ
て
人に

ん

間げ
ん

が
住す

む
に
値あ

た

い
し
な
い
土と

地ち

」
だ
と
言い

う
。

　

紀き

元げ
ん

７
０
年ね

ん

に
、
プ
リ
ニ
ウ
ス
は
オ
ラ
ン
ダ
の
風ふ

う

土ど

に
つ
い

て
書か

い
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
オ
ラ
ン
ダ
に
は
大た

い

洋よ
う

が
日ひ

に
二に

度ど

進し
ん

入に
ゅ
うし
て
く
る
。

　
い
っ
た
い
こ
こ
は
海う

み

の
一い

ち

部ぶ

な
の
か
陸り

く

の
一い

ち

部ぶ

な
の
か
わ
か
ら

な
い
と
い
う
感か

ん

じ
が
す
る
。
満ま

ん

潮ち
ょ
うの
時と

き

は
住

じ
ゅ
う

民み
ん

は
砂さ

丘き
ゅ
うの
上う

え

の

小こ

屋や

に
避ひ

難な
ん

し
、
ま
る
で
潟か

た

に
浮う

か
ん
だ
船ふ

ね

の
上う

え

に
い
る
よ
う

で
あ
り
、
引ひ

き
潮し

お

と
な
る
と
難な

ん

破ぱ

船せ
ん

か
ら
脱だ

っ

出し
ゅ
つし
た
水す

い

夫ふ

の

よ
う
に
、
そ
こ
か
ら
出で

て
く
る
。［
１
，
ｐ
４
０
］

　

オ
ラ
ン
ダ
人じ

ん

は
長

ち
ょ
う

大だ
い

な
堤て

い

防ぼ
う

を
作つ

く

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
土と

地ち

を
確か

く

保ほ

し
て
き
た
。
堤て

い

防ぼ
う

が
決け

っ

壊か
い

す
れ
ば
壊か

い

滅め
つ

的て
き

な
被ひ

害が
い

を

受う

け
る
。
１
３
世せ

い

紀き

の
百

ひ
ゃ
く

年ね
ん

間か
ん

だ
け
で
、
３
５
回か

い

の
大だ

い

洪こ
う

水ず
い

が
あ
り
、
数す

う

十じ
ゅ
う

万ま
ん

の
生せ

い

命め
い

が
失う

し
な
わ
れ
た
と
い
う
。
ま
さ
に
そ

の
名な

の
通と

お

り
の
Ｎ
ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
ｌ
ａ
ｎ
ｄ（
低て

い

地ち

国こ
く

）で
あ
る
。

　
こ
の
海う

み

と
河か

口こ
う

の
近ち

か

く
の
低て

い

湿し
っ

地ち

帯た
い

と
い
う
不ふ

利り

な
条

じ
ょ
う

件け
ん

を
、
オ
ラ
ン
ダ
人じ

ん

は
運う

ん

河が

を
は
り
め
ぐ
ら
し
て
、
海か

い

運う
ん

の
発は

っ

展て
ん

の
原げ

ん

動ど
う

力り
ょ
くと
し
た
。

　

気き

候こ
う

も
苛か

烈れ
つ

で
あ
る
。
北ほ

っ

海か
い

か
ら
の
身み

を
切き

る
よ
う
な
寒か

ん

風ぷ
う

が
絶た

え
ず
吹ふ

き
つ
け
て
い
る
。
オ
ラ
ン
ダ
人じ

ん

は
何な

ん

千ぜ
ん

と
い
う

風ふ
う

車し
ゃ

を
作つ

く
っ
て
、
こ
の
寒か

ん

風ぷ
う

を
エ
ネ
ル
ギ
ー
源げ

ん

に
変か

え
、
排は

い

水す
い

用よ
う

の
み
な
ら
ず
、
製せ

い

材ざ
い

、
製せ

い

粉ふ
ん

、
製せ

い

紙し

の
動ど

う

力り
ょ
くと
し
て
活か

つ

用よ
う

し
た
。

　

オ
ラ
ン
ダ
の
住

じ
ゅ
う

民み
ん

達た
ち

は
こ
の
激は

げ

し
い
環か

ん

境き
ょ
うを
生い

き
抜ぬ

く
た
め

に
、
質し

つ

実じ
つ

剛ご
う

健け
ん

で
意い

志し

が
強つ

よ

く
、
勇ゆ

う

気き

と
自じ

立り
つ

精せ
い

神し
ん

に
富と

み
、

そ
し
て
神か

み

を
畏お

そ

れ
る
人ひ

と

々び
と

と
な
っ
た
。
カ
エ
サ
ル
が
ガ
リ
ア
征せ

い

服ふ
く

の
時と

き

に
か
ち
え
た
大だ

い

勝し
ょ
う

利り

の
い
く
つ
か
は
、
主し

ゅ

と
し
て
オ
ラ

ン
ダ
人じ

ん

部ぶ

隊た
い

の
勇ゆ

う

気き

と
献け

ん

身し
ん

の
賜

た
ま
も
のだ
っ
た
の
も
驚お

ど
ろ
く
に
値あ

た
い
し
な

い
。［
１
，ｐ
４
３
］

　

オ
ラ
ン
ダ
人じ

ん

の
勇ゆ

う

気き

と
自じ

立り
つ

精せ
い

神し
ん

は
、
そ
の
後ご

の
経け

い

済ざ
い

発は
っ

展て
ん

、ス
ペ
イ
ン
か
ら
の
独ど

く

立り
つ

戦せ
ん

争そ
う

、そ
し
て
海か

い

上じ
ょ
う

帝て
い

国こ
く

建け
ん

設せ
つ

で
、

い
か
ん
な
く
発は

っ

揮き

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

オ
ラ
ン
ダ
人じ

ん

は
や
が
て
船ふ

ね

を
作つ

く

っ
て
沖お

き

で
漁ぎ

ょ

獲か
く

を
行お

こ
ない
、
そ

れ
を
ラ
イ
ン
川が

わ

沿ぞ

い
に
城し

ろ

を
構か

ま

え
る
貴き

族ぞ
く

な
ど
に
売う

る
交こ

う

易え
き

を

覚お
ぼ

え
た
。
１
４
世せ

い

紀き

に
は
に
し
ん
を
樽た

る

に
つ
め
て
塩し

お

漬づ

け
に
す

る
と
い
う
保ほ

存ぞ
ん

方ほ
う

法ほ
う

を
発は

つ

明め
い

し
、
大だ

い

規き

模ぼ

な
引ひ

き
網あ

み

、
大お

お

型が
た

船せ
ん

を
考こ

う

案あ
ん

し
て
、
北ほ

っ

海か
い

の
無む

尽じ
ん

蔵ぞ
う

の
に
し
ん
を
捕ほ

獲か
く

・
加か

工こ
う

し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中じ

ゅ
うに
売う

る
よ
う
に
な
る
。

　

バ
ル
ト
海か

い

に
進し

ん

出し
ゅ
つし
た
オ
ラ
ン
ダ
船せ

ん

に
対た

い

し
て
、
ハ
ン
ブ
ル

グ
な
ど
が
主し

ゅ

導ど
う

す
る
ハ
ン
ザ
同ど

う

盟め
い

は
、
東と

う

欧お
う

、
中

ち
ゅ
う

欧お
う

、
北ほ

く

欧お
う

の
海か

い

上じ
ょ
う

貿ぼ
う

易え
き

の
独ど

く

占せ
ん

を
武ぶ

力り
ょ
くで
守ま

も

ろ
う
と
、
し
ば
し
ば
略

り
ゃ
く

奪だ
つ

を
繰く

り

返か
え

し
た
。
抗こ

う

議ぎ

し
て
も
無む

駄だ

だ
と
知し

る
や
、
オ
ラ
ン
ダ

諸し
ょ

都と

市し

は
艦か

ん

隊た
い

を
編へ

ん

成せ
い

し
て
戦た

た
かい
を
挑い

ど

み
、
１
４
３
７
年ね

ん

に
、

数か
ず

々か
ず

の
海か

い

戦せ
ん

を
行

お
こ
な
っ
て
、
ハ
ン
ザ
同ど

う

盟め
い

を
打う

ち
破や

ぶ
っ
た
。

　
こ
の
経け

い

験け
ん

か
ら
、
オ
ラ
ン
ダ
人じ

ん

は
武ぶ

力り
ょ
くを
持も

た
な
い
限か

ぎ

り
、

自じ

由ゆ
う

な
通つ

う

商し
ょ
うも
で
き
な
い
事こ

と

を
学ま

な

ん
だ
。

　

１
５
５
５
年ね

ん

、
神し

ん

聖せ
い

ロ
ー
マ
帝て

い

国こ
く

皇こ
う

帝て
い

カ
ー
ル
５
世せ

い

は
老ろ

う

齢れ
い

を
理り

由ゆ
う

に
、
そ
の
領

り
ょ
う

土ど

の
内う

ち

、
ス
ペ
イ
ン
と
オ
ラ
ン
ダ
の
統と

う

治ち

権け
ん

を
子こ

の
フ
ィ
リ
ッ
プ
２
世せ

い

に
譲ゆ

ず

る
こ
と
を
宣せ

ん

言げ
ん

し
た
。
当と

う

時じ

の
ス
ペ
イ
ン
は
新し

ん

大た
い

陸り
く

か
ら
の
膨ぼ

う

大だ
い

な
銀ぎ

ん

の
流

り
ゅ
う

入に
ゅ
うで
国こ

く

力り
ょ
くは

絶ぜ
っ

頂ち
ょ
う

期き

に
あ
り
、
軍ぐ

ん

事じ

力り
ょ
くも
世せ

界か
い

最さ
い

強き
ょ
うを
誇ほ

こ
っ
て
い
た
。

　
ス
ペ
イ
ン
貴き

族ぞ
く

と
カ
ソ
リ
ッ
ク
僧そ

う

の
間あ

い
だで
、
典て

ん

型け
い

的て
き

な
専せ

ん

制せ
い

君く
ん

主し
ゅ

と
し
て
育そ

だ
っ
た
フ
ィ
リ
ッ
プ
に
と
っ
て
、
父ふ

祖そ

の
例れ

い

に
し
た

が
っ
て
、
オ
ラ
ン
ダ
の
諸し

ょ

都と

市し

と
同ど

う

格か
く

の
立た

ち

場ば

で
、
権け

ん

利り

や
義ぎ

務む

を
交こ

う

渉し
ょ
うす
る
こ
と
は
、
我が

慢ま
ん

の
な
ら
な
い
屈く

つ

辱じ
ょ
くで
あ
っ
た
。

フ
ィ
リ
ッ
プ
は
、
こ
れ
ら
の
新し

ん

教き
ょ
う

徒と

た
ち
を
法ほ

う

王お
う

の
敵て

き

と
し
て

根こ
ん

絶ぜ
つ

し
よ
う
と
考か

ん
が
え
る
に
至い

た
っ
た
。

　

１
５
６
８
年ね

ん

、
フ
ィ
リ
ッ
プ
が
派は

遣け
ん

し
た
ア
ル
バ
公こ

う

は
オ
ラ

ン
ダ
の
全ぜ

ん

住じ
ゅ
う

民み
ん

を
異い

端た
ん

と
し
て
死し

刑け
い

に
す
る
と
布ふ

告こ
く

し
た
。

事こ
と

こ
こ
に
至い

た
っ
て
立た

ち
あ
が
っ
た
の
が
、
オ
レ
ン
ジ
公こ

う

ウ
ィ
リ
ア

ム
で
あ
っ
た
。
カ
ー
ル
５
世せ

い

時じ

代だ
い

か
ら
の
重

じ
ゅ
う

臣し
ん

ウ
ィ
リ
ア
ム
は
、

ド
イ
ツ
の
出

し
ゅ
っ

身し
ん

で
あ
っ
た
が
、
そ
の
妻つ

ま

が
オ
ラ
ン
ダ
出

し
ゅ
っ

身し
ん

だ
っ

１
．
大だ

い

英え
い

帝て
い

国こ
く

に
な
り
損そ

こ

ね
た

        

オ
ラ
ン
ダ

た
縁え

ん

か
ら
、
こ
の
地ち

の
人ひ

と

々び
と

に
対た

い

し
て
同ど

う

情じ
ょ
うと
理り

解か
い

を
抱い

だ

い
て

い
た
。

　

ウ
ィ
リ
ア
ム
は
先せ

ん

祖ぞ

伝で
ん

来ら
い

の
財ざ

い

産さ
ん

を
売う

り
払は

ら

い
、
土と

地ち

を
抵て

い

当と
う

に
入い

れ
て
得え

た
資し

金き
ん

で
兵へ

い

を
集あ

つ

め
た
。
こ
れ
が
オ
ラ
ン
ダ
の

８
０
年ね

ん

に
わ
た
る
独ど

く

立り
つ

戦せ
ん

争そ
う

の
始は

じ

ま
り
で
あ
っ
た
。

　

ウ
ィ
リ
ア
ム
の
志

こ
こ
ろ
ざ
しは
、
次つ

ぎ

の
よ
う
な
言こ

と

葉ば

か
ら
窺う

か
が
え
る
。

　
も
し
わ
れ
わ
れ
が
オ
ラ
ン
ダ
で
一ひ

と
つ
の
町ま

ち

で
も
占せ

ん

領り
ょ
うす
る
こ

と
が
出で

来き

る
と
す
れ
ば
、
そ
こ
に
ロ
ー
マ
ン
・
カ
ソ
リ
ッ
ク
の

住じ
ゅ
う

民み
ん

が
尊そ

ん

敬け
い

さ
れ
、
保ほ

護ご

さ
れ
る
地ち

区く

を
作つ

く

り
た
い
と
思お

も

う
。

暴ぼ
う

力り
ょ
くに
よ
っ
て
で
は
な
く
、
優や

さ

し
い
心こ

こ
ろと
公こ

う

正せ
い

な
扱あ

つ
かい
に
よ
っ

て
彼か

れ

ら
の
心こ

こ
ろを
か
ち
取と

り
た
い
と
思お

も

う
。［
１
，
ｐ
８
０
］

　

フ
ィ
リ
ッ
プ
の
新し

ん

教き
ょ
う

徒と

弾だ
ん

圧あ
つ

に
対た

い

し
て
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
は

宗し
ゅ
う

教き
ょ
う

的て
き

寛か
ん

容よ
う

に
基も

と

づ
い
た
国く

に

つ
く
り
を
目め

指ざ

し
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
１
５
８
１
年ね

ん

、
フ
ィ
リ
ッ
プ
へ
の
忠

ち
ゅ
う

誠せ
い

廃は
い

棄き

宣せ
ん

言げ
ん

で
は
、

こ
う
述の

べ
て
い
る
。

　
君く

ん

主し
ゅ

は
、
人じ

ん

民み
ん

な
し
で
は
君く

ん

主し
ゅ

と
い
う
も
の
は
存そ

ん

在ざ
い

し
な
い

の
で
あ
る
か
ら
、
父ち

ち

が
子こ

に
す
る
よ
う
に
、
牧ぼ

く

人じ
ん

が
羊ひ

つ
じに
す
る

よ
う
に
、
正せ

い

義ぎ

と
公こ

う

正せ
い

を
も
っ
て
人じ

ん

民み
ん

を
養や

し
ない
、
保ほ

護ご

し
、
統と

う

治ち

す
る
た
め
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
原げ

ん

則そ
く

に
反は

ん

し
て
、
そ
の
人じ

ん

民み
ん

を
あ
た
か
も
奴ど

隷れ
い

の
よ
う

に
統と

う

治ち

し
よ
う
と
す
る
者も

の

が
あ
れ
ば
、
そ
の
者も

の

は
専せ

ん

制せ
い

者し
ゃ

と

見み

な
さ
れ
、・
・
・
そ
の
者も

の

を
拒き

ょ

否ひ

し
、
ま
た
は
廃は

い

位い

さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
。［
１
，
ｐ
１
２
３
］

　
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
独ど

く

立り
つ

宣せ
ん

言げ
ん

や
フ
ラ
ン
ス
の
人じ

ん

権け
ん

宣せ
ん

言げ
ん

よ

り
２
０
０
年ね

ん

も
早は

や

い
、
世せ

界か
い

最さ
い

初し
ょ

の
自じ

由ゆ
う

民み
ん

権け
ん

宣せ
ん

言げ
ん

で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
始は

じ

ま
っ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
と
オ
ラ
ン
ダ
人じ

ん

民み
ん

に
よ
る

自じ

由ゆ
う

へ
の
戦た

た
かい
で
あ
っ
た
が
、
勇ゆ

う

猛も
う

な
ス
ペ
イ
ン
軍ぐ

ん

に
対た

い

し
て

し
ば
し
ば
苦く

戦せ
ん

を
強し

い
ら
れ
た
。
ナ
ー
ル
デ
ン
と
い
う
城

じ
ょ
う

塞さ
い

都と

市し

は
、
ス
ペ
イ
ン
軍ぐ

ん

に
包ほ

う

囲い

さ
れ
、
降こ

う

伏ふ
く

を
申も

う

し
入い

れ
た
。
ス

ペ
イ
ン
軍ぐ

ん

は
街ま

ち

に
入は

い

る
や
虐

ぎ
ゃ
く

殺さ
つ

と
略

り
ゃ
く

奪だ
つ

を
行お

こ
ない
、
ア
ル
バ
公こ

う

は

フ
ィ
リ
ッ
プ
に
対た

い

し
て
、「
す
べ
て
の
市し

民み
ん

は
喉の

ど

を
か
き
切き

ら
れ
、

人ひ
と

の
母は

は

か
ら
生う

ま
れ
た
息む

す

子こ

で
生い

き
残の

こ
っ
て
い
る
者も

の

は
い
な
い
」

と
報ほ

う

告こ
く

し
た
。

　
こ
う
し
た
経け

い

験け
ん

か
ら
、
オ
ラ
ン
ダ
の
諸し

ょ

都と

市し

は
決け

っ

死し

の
抵て

い

抗こ
う

を
行

お
こ
な
っ
た
。
ハ
ー
レ
ム
の
町ま

ち

の
城

じ
ょ
う

壁へ
き

は
ホ
ラ
ン
ト
州し

ゅ
うで
も
最

も
っ
と

も
弱よ

わ

い
と
言い

わ
れ
て
い
た
が
、
市し

民み
ん

の
一い

っ

致ち

団だ
ん

結け
つ

し
た
抗こ

う

戦せ
ん

に

よ
り
、
ス
ペ
イ
ン
軍ぐ

ん

は
こ
の
町ま

ち

を
陥お

ち
い
と
す
の
に
、
７
ヶ
月げ

つ

の
時じ

間か
ん

と
１
万ま

ん

２
千せ

ん

の
兵へ

い

を
失

う
し
な
っ
た
。

　
こ
こ
か
ら
、
さ
し
も
の
ス
ペ
イ
ン
帝て

い

国こ
く

も
オ
ラ
ン
ダ
の
全ぜ

ん

都と

市し

を
陥か

ん

落ら
く

さ
せ
る
だ
け
の
力ち

か
ら
は
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う

希き

望ぼ
う

が
オ
ラ
ン
ダ
人じ

ん

に
生う

ま
れ
、
抵て

い

抗こ
う

の
意い

思し

を
ま
す
ま
す

堅か
た

く
し
た
。

　

海か
い

上じ
ょ
うの
オ
ラ
ン
ダ
船せ

ん

も
ス
ペ
イ
ン
艦か

ん

隊た
い

の
攻こ

う

撃げ
き

を
受う

け
た

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を
毎
まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、
少
すこ

しでも日
に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえる
よう、最

も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

など
に記

きじ

事を紹
しょうかい

介してください。
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

２
．
住す

む
に
値あ

た
い

し
な
い
土と

地ち

が
、ど
の
よ
う
な
大た

い

敵て
き

で
も
応お

う

戦せ
ん

し
て
、負ま

け
れ
ば
自じ

沈ち
ん

し
た
。

「
戦せ

ん

史し

は
降こ

う

伏ふ
く

す
る
よ
り
も
自じ

沈ち
ん

し
た
オ
ラ
ン
ダ
船せ

ん

の
記き

録ろ
く

に
満み

ち
」
て
い
る
、
と
バ
ー
カ
ー
は
記し

る

し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
勇ゆ

う

戦せ
ん

ぶ
り
を
見み

た
英え

い

国こ
く

は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
要よ

う

請せ
い

に
応こ

た

え
て
、援え

ん

軍ぐ
ん

を
送お

く

る
。
ス
ペ
イ
ン
は
英え

い

国こ
く

征せ
い

服ふ
く

を
決け

つ

意い

し
、

無む

敵て
き

艦か
ん

隊た
い

を
編へ

ん

成せ
い

し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
を
攻こ

う

撃げ
き

し
て
い
る
軍ぐ

ん

の
精せ

い

鋭え
い

６
千せ

ん

を
載の

せ
よ
う
と
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
オ
ラ
ン
ダ
船せ

ん

１
５
０
隻せ

き

が
あ
ら
ゆ
る
水す

い

路ろ

を

封ふ
う

鎖さ

し
て
、
ス
ペ
イ
ン
軍ぐ

ん

の
移い

動ど
う

を
許ゆ

る

さ
な
か
っ
た
。
無む

敵て
き

艦か
ん

隊た
い

が
む
な
し
く
待ま

っ
て
い
る
間あ

い
だに
、
英え

い

国こ
く

艦か
ん

隊た
い

が
奇き

襲し
ゅ
う

攻こ
う

撃げ
き

を
し
か
け
、
大だ

い

損そ
ん

害が
い

を
与あ

た

え
た
の
で
あ
る
。
バ
ー
カ
ー
は
次つ

ぎ

の

よ
う
に
述の

べ
る
。

　
オ
ラ
ン
ダ
人じ

ん

の
決け

つ

意い

と
、
こ
れ
を
実じ

っ

行こ
う

す
る
能の

う

力り
ょ
くが
な
か
っ

た
な
ら
ば
、
パ
ル
マ
公こ

う

（
注

ち
ゅ
う

：
当と

う

時じ

の
ス
ペ
イ
ン
軍ぐ

ん

司し

令れ
い

官か
ん

）

は
英え

い

国こ
く

を
征せ

い

服ふ
く

し
、
ロ
ー
マ
・
カ
ソ
リ
ッ
ク
は
世せ

界か
い

を
征せ

い

服ふ
く

し

て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
か
く
し
て
オ
ラ
ン
ダ
は
英え

い

国こ
く

、
ひ
い

て
は
全ぜ

ん

世せ

界か
い

の
自じ

由ゆ
う

の
た
め
に
戦

た
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。［
１
，
ｐ

１
３
８
］

　

こ
う
し
て
両

り
ょ
う

国こ
く

は
運う

ん

命め
い

共き
ょ
う

同ど
う

体た
い

と
し
て
、
ス
ペ
イ
ン
と

の
８
０
年ね

ん

戦せ
ん

争そ
う

の
大た

い

半は
ん

を
と
も
に
戦

た
た
か

っ
て
き
た
の
だ
が
、

１
６
４
８
年ね

ん

に
ス
ペ
イ
ン
と
の
講こ

う

和わ

が
成せ

い

立り
つ

す
る
や
、
わ
ず
か

４
年ね

ん

後ご

に
は
英え

い

蘭ら
ん

戦せ
ん

争そ
う

が
始は

じ

ま
っ
て
い
る
。

　
な
ぜ
か
？

　

１
５
８
４
年ね

ん

、
ウ
ィ
リ
ア
ム
が
ス
ペ
イ
ン
の
刺し

客き
ゃ
くに
暗あ

ん

殺さ
つ

さ

れ
る
と
、
そ
の
子こ

マ
ウ
リ
ッ
ツ
公こ

う

が
軍ぐ

ん

事じ

指し

導ど
う

者し
ゃ

と
な
る
。
マ

ウ
リ
ッ
ツ
は
父ち

ち

の
志

こ
こ
ろ
ざ
しを
受う

け
継つ

い
だ
名め

い

将し
ょ
うで
あ
っ
た
が
、
ま
だ

若わ
か

く
、
政せ

い

治じ

的て
き

な
実じ

っ

権け
ん

は
ホ
ラ
ン
ト
州し

ゅ
うの
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
政せ

い

治じ

家か

た
ち
が
握に

ぎ
っ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
商

し
ょ
う

人に
ん

の
利り

益え
き

を
代だ

い

表ひ
ょ
うす
る
こ
れ
ら

の
政せ

い

治じ

家か

た
ち
は
、
ス
ペ
イ
ン
と
の
戦せ

ん

争そ
う

よ
り
も
オ
ラ
ン
ダ
の

商し
ょ
う

圏け
ん

拡か
く

大だ
い

に
重お

も

き
を
置お

い
た
。

　
ス
ペ
イ
ン
と
の
戦せ

ん

争そ
う

中ち
ゅ
うに
、
オ
ラ
ン
ダ
は
経け

い

済ざ
い

的て
き

躍や
く

進し
ん

を
遂と

げ
、
世せ

界か
い

一い
ちの
海か

い

上じ
ょ
う

帝て
い

国こ
く

を
建け

ん

設せ
つ

し
た
の
だ
が
、
そ
れ
は
オ

ラ
ン
ダ
が
金か

ね

は
か
か
る
が
利り

潤じ
ゅ
んの
な
い
地ち

上じ
ょ
う

戦せ
ん

闘と
う

は
同ど

う

盟め
い

国こ
く

の
援え

ん

助じ
ょ

に
頼た

よ

り
、
も
っ
ぱ
ら
海か

い

上じ
ょ
う

勢せ
い

力り
ょ
くを
充

じ
ゅ
う

実じ
つ

し
た
か
ら
で

あ
る
。
当と

う

時じ

の
重

じ
ゅ
う

商し
ょ
う

主し
ゅ

義ぎ

者し
ゃ

ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
は
言い

う
。

　
オ
ラ
ン
ダ
人じ

ん

が
東と

う

西ざ
い

両り
ょ
うイ
ン
ド
を
征せ

い

服ふ
く

し
、
そ
の
交こ

う

易え
き

の

果か

実じ
つ

を
わ
れ
わ
れ
か
ら
む
し
り
取と

っ
て
い
る
間あ

い
だ、
わ
れ
わ
れ

は
オ
ラ
ン
ダ
の
防ぼ

う

衛え
い

の
た
め
に
血ち

を
流な

が

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

［
１
，
ｐ
２
１
９
］

　

自じ

由ゆ
う

貿ぼ
う

易え
き

を
信し

ん

奉ぽ
う

す
る
オ
ラ
ン
ダ
商

し
ょ
う

人に
ん

の
な
か
に
は
、
敵て

き

国こ
く

ス
ペ
イ
ン
に
大た

い

量り
ょ
うの
武ぶ

器き

弾だ
ん

薬や
く

を
売う

っ
て
大お

お

儲も
う

け
す
る
も
の

も
い
た
。
そ
の
一ひ

と

人り

ペ
イ
ラ
ン
ト
は
、
逮た

い

捕ほ

さ
れ
て
も
「
貿ぼ

う

易え
き

は
万ば

ん

人に
ん

に
と
っ
て
自じ

由ゆ
う

で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
戦せ

ん

争そ
う

に
よ
っ
て

妨さ
ま
たげ
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
」
と
主し

ゅ

張ち
ょ
うし
て
、
裁さ

い

判ば
ん

で
無む

罪ざ
い

を

勝か

ち
取と

っ
た
。
こ
の
主し

ゅ

張ち
ょ
うを
「
ペ
イ
ラ
ン
ト
の
自じ

由ゆ
う

」
と
呼よ

ぶ
。

［
２
，ｐ
３
３
７
］

　

当と
う

時じ

の
イ
ギ
リ
ス
人じ

ん

は
、
何な

ん

の
良

り
ょ
う

心し
ん

の
呵か

責し
ゃ
くも
な
く
敵て

き

に
武ぶ

器き

弾だ
ん

薬や
く

を
供

き
ょ
う

給き
ゅ
うす
る
オ
ラ
ン
ダ
商

し
ょ
う

人に
ん

に
呆あ

き

れ
は
て
た
と
い
う
。

バ
ー
カ
ー
も
次つ

ぎ

の
よ
う
に
述の

べ
る
。

８
．「
ペ
イ
ラ
ン
ト
の
自じ

由ゆ
う

」
の

          

信し
ん

奉ぽ
う

者し
ゃ

た
ち

９
．
二ふ

た

つ
の
自じ

由ゆ
う

５
．
世せ

界か
い

最さ
い

初し
ょ

の

        

自じ

由ゆ
う

民み
ん

権け
ん

宣せ
ん

言げ
ん

　
英え

い

国こ
く

人じ
ん

は
繰く

り
返か

え

し
同お

な

じ
疑ぎ

問も
ん

を
持も

っ
た
。
わ
れ
わ
れ
の
よ

う
に
強つ

よ

く
勇ゆ

う

敢か
ん

な
国こ

く

民み
ん

が
貧び

ん

乏ぼ
う

し
て
い
て
、
自じ

分ぶ
ん

達た
ち

の
た
め

の
戦た

た
かい
も
金か

ね

を
払は

ら
っ
て
他た

国こ
く

民み
ん

に
戦

た
た
か
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
よ
う
な

卑ひ

怯き
ょ
うな
商

し
ょ
う

人に
ん

ど
も
が
世せ

界か
い

の
富と

み

を
集あ

つ

め
て
い
る
の
は
、
果は

た

し
て
正た

だ

し
い
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
？
［
１
，
ｐ
２
１
９
］

　

１
６
５
１
年ね

ん

、
英え

い

国こ
く

は
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
ア
メ
リ
カ

の
産さ

ん

品ぴ
ん

は
外が

い

国こ
く

船せ
ん

（
当と

う

時じ

は
ほ
と
ん
ど
オ
ラ
ン
ダ
船せ

ん

）
で
輸ゆ

入に
ゅ
うさ
れ
て
は
な
ら
な
い
、
な
ど
と
、
オ
ラ
ン
ダ
を
狙ね

ら

い
撃う

ち
し

た
航こ

う

海か
い

条じ
ょ
う

例れ
い

を
制せ

い

定て
い

し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
翌よ

く

年と
し

、
第だ

い

一い
ち

次じ

英え
い

蘭ら
ん

戦せ
ん

争そ
う

が
勃ぼ

っ

発ぱ
つ

す
る
。

　

ブ
ル
ジ
ョ
ワ
政せ

い

治じ

家か

た
ち
は
、
戦せ

ん

争そ
う

の
危き

機き

を
叫さ

け

ぶ
と
、
軍ぐ

ん

事じ

指し

導ど
う

者し
ゃ

モ
ウ
リ
ッ
ツ
公こ

う

を
利り

す
る
と
い
う
判は

ん

断だ
ん

か
ら
、
事じ

態た
い

を
わ
ざ
と
甘あ

ま

く
見み

て
、
英え

い

国こ
く

と
の
戦せ

ん

争そ
う

に
は
な
ら
な
い
と
主し

ゅ

張ち
ょ
うし
た
。
英え

い

国こ
く

を
圧あ

っ

倒と
う

す
る
造ぞ

う

船せ
ん

能の
う

力り
ょ
くを
持も

ち
な
が
ら
、
海か

い

軍ぐ
ん

増ぞ
う

強き
ょ
うに
は
金か

ね

を
使つ

か

お
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
政せ

い

治じ

家か

も
、
私し

利り

私し

欲よ
く

の
た
め
に
は
国こ

っ

家か

全ぜ
ん

体た
い

の
危き

機き

も
省か

え
りみ
な
い
と

い
う
、「
ペ
イ
ラ
ン
ト
の
自じ

由ゆ
う

」
の
信し

ん

奉ぽ
う

者し
ゃ

で
あ
っ
た
。

　

１
６
６
５
年ね

ん

の
第だ

い

二に

次じ

英え
い

蘭ら
ん

戦せ
ん

争そ
う

の
前ま

え

に
は
、
す
で
に
オ

ラ
ン
ダ
船せ

ん

２
０
０
隻せ

き

が
拿だ

捕ほ

さ
れ
て
い
た
に
も
関か

か

わ
ら
ず
、
オ

ラ
ン
ダ
商

し
ょ
う

人に
ん

は
英え

い

国こ
く

に
大た

い

量り
ょ
うの
軍ぐ

ん

艦か
ん

用よ
う

資し

材ざ
い

を
売う

り
つ
け
て
、

倉そ
う

庫こ

を
空か

ら

に
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
れ
ま
た
「
ペ
イ
ラ
ン
ト
の

自じ

由ゆ
う

」
で
あ
る
。

　

政せ
い

敵て
き

を
利り

す
ま
い
と
国こ

っ

家か

の
危き

機き

に
も
目め

を
そ
む
け
る
政せ

い

治じ

家か

と
、
儲も

う

け
の
た
め
に
は
、
敵て

き

国こ
く

に
も
資し

材ざ
い

を
売う

る
商

し
ょ
う

人に
ん

た
ち
と
、国く

に

中じ
ゅ
うに「
ペ
イ
ラ
ン
ト
の
自じ

由ゆ
う

」の
信し

ん

奉ぽ
う

者し
ゃ

が
は
び
こ
っ

て
は
、
さ
し
も
の
経け

い

済ざ
い

大た
い

国こ
く

オ
ラ
ン
ダ
に
も
勝か

ち
目め

は
な
か
っ

た
。

　

英え
い

国こ
く

は
西に

し

ア
フ
リ
カ
や
北き

た

ア
メ
リ
カ
の
オ
ラ
ン
ダ
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

を
次つ

ぎ

々つ
ぎ

と
奪だ

っ

取し
ゅ

し
て
い
っ
た
。
ニ
ュ
ー
・
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
が
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
な
っ
た
の
も
、
こ
の
時と

き

で
あ
る
。
こ
れ
を
契け

い

機き

に
オ
ラ
ン
ダ
の
海か

い

上じ
ょ
う

覇は

権け
ん

も
失う

し
な
わ
れ
、
世せ

界か
い

貿ぼ
う

易え
き

の
中

ち
ゅ
う

心し
ん

は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
か
ら
ロ
ン
ド
ン
に
移う

つ
っ
て
い
く
。

　
な
ぜ
、
オ
ラ
ン
ダ
は
繁は

ん

栄え
い

し
た
か
、
そ
れ
は
自じ

由ゆ
う

が
あ
っ
た

か
ら
だ
。

　

１
７
世せ

い

紀き

の
最さ

い

盛せ
い

期き

に
生い

き
た
ス
ピ
ノ
ザ
の
言こ

と

葉ば

で
あ
る

［
２
，ｐ
１
０
１
］。

　

オ
ラ
ン
ダ
は
、
オ
レ
ン
ジ
公こ

う

ウ
ィ
リ
ア
ム
の
私し

心し
ん

な
き
自じ

由ゆ
う

へ
の
志

こ
こ
ろ
ざ
しを
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
結け

っ

束そ
く

し
て
独ど

く

立り
つ

と
自じ

由ゆ
う

を
勝か

ち
取と

り
、
繁は

ん

栄え
い

を
実じ

つ

現げ
ん

し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
後ご

は
「
ペ
イ
ラ
ン
ト
の
自じ

由ゆ
う

」
を
振ふ

り
ま
わ

す
商

し
ょ
う

人に
ん

や
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
政せ

い

治じ

家か

が
、
同ど

う

盟め
い

国こ
く

イ
ギ
リ
ス
を
怒お

こ

ら

せ
、
国こ

く

内な
い

の
分ぶ

ん

裂れ
つ

抗こ
う

争そ
う

か
ら
、
急

き
ゅ
う

速そ
く

な
衰す

い

退た
い

を
招ま

ね

い
た
。

　
「
オ
レ
ン
ジ
公こ

う

の
自じ

由ゆ
う

」
が
オ
ラ
ン
ダ
の
独ど

く

立り
つ

と
興こ

う

隆り
ゅ
うを
築き

ず

き
、「
ペ
イ
ラ
ン
ト
の
自じ

由ゆ
う

」
が
分ぶ

ん

裂れ
つ

と
衰す

い

退た
い

を
も
た
ら
し
た
。

自じ

由ゆ
う

に
も
こ
の
二ふ

た

つ
の
種し

ゅ

類る
い

が
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
国こ

っ

家か

の
命め

い

運う
ん

は
そ
れ
ら
に
大お

お

き
く
左さ

右ゆ
う

さ
れ
る
こ
と
を
オ
ラ
ン
ダ
の
盛せ

い

衰す
い
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志こ
こ
ろ
ざ
しを
継け

い

承し
ょ
うし
、
国こ

っ

家か

に
奉ほ

う

仕し

し
て
き
た
。
そ
の
精せ

い

神し
ん

は

ま
さ
に
国こ

く

民み
ん

統と
う

合ご
う

の
象

し
ょ
う

徴ち
ょ
うに

ふ
さ
わ
し
い
。

■
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

■

１
．　
「
繁は

ん

栄え
い

と
衰す

い

退た
い

と　

オ
ラ
ン
ダ
史し

に
日に

本ほ
ん

が
見み

え

る
」、
岡お

か

崎ざ
き

久ひ
さ

彦ひ
こ

、　

文ぶ
ん

春
し
ゅ
ん

文ぶ
ん

庫こ

、
Ｈ
１
１
．
１　

２
．　
「
街か

い

道ど
う

を
ゆ
く
３
５　

オ
ラ
ン
ダ
紀き

行こ
う

」、
司し

馬ば

遼
り
ょ
う

太た

郎ろ
う

、
朝あ

さ

日ひ

新し
ん

聞ぶ
ん

社し
ゃ

、
Ｈ
３
．

３

６
．
自じ

由ゆ
う

へ
の
戦た

た
か

い

３
．
勇ゆ

う

気き

と
自じ

立り
つ

精せ
い

神し
ん

４
．
オ
レ
ン
ジ
公こ

う

ウ
イ
リ
ア
ム
起た

つ

７
．
卑ひ

怯き
ょ
う

な
商し

ょ
う

人に
ん

ど
も

史し

は
教お

し

え
て
い
る
。

　

オ
ラ
ン
ダ
は
、
そ
の
後ご

、
共

き
ょ
う

和わ

制せ
い

か
ら
君く

ん

主し
ゅ

制せ
い

に
移い

行こ
う

す

る
。
現げ

ん

在ざ
い

の
王お

う

室し
つ

は
オ
レ
ン
ジ
公こ

う

ウ
ィ
リ
ア
ム
の
子し

孫そ
ん

で
あ
る
。

オ
レ
ン
ジ
家け

は
代だ

い

々だ
い

ウ
ィ
リ
ア
ム
の
私し

心し
ん

な
き
自じ

由ゆ
う

独ど
く

立り
つ

へ
の

オランダ最
さい

大
だい

の経
けい

済
ざい

都
と

市
し

アムステルダム
(wikipediacommons)
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Casamento da princesa 
Mako é adiado

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD RÁDIO JAPÃO. 
nhk.jp/portuguese

Família Imperial (06/02/2018)

O casamento da princesa 
japonesa Mako e seu noivo 
Kei Komuro foi adiado.
Ela é primogênita do prín-
cipe e princesa Akishino, e 
a neta mais velha do impe-

rador Akihito e imperatriz 
Michiko.
Na terça-feira, a Agência da 
Casa Imperial anunciou que 
o casamento e cerimônias 
matrimoniais seriam adia-

dos até 2020. Esses eventos 
estavam programados para 
este ano.
A agenda apertada da família 
imperial, com a abdicação 
do imperador e a entroni-

zação do príncipe-herdeiro 
Naruhito, foi mencionada 
pela agência como motivo 
do adiamento.

Japan House será aberta durante os 
Jogos de Inverno de PyeongChang

Japan House (08/02/2018)

Foram concluídos, em um 
espaço dos Jogos Olímpi-
cos de Inverno de Pyeon-
gChang, preparativos de 
uma instalação para a pro-
moção de atrações japo-
nesas. Ela tem em vista a 
Olimpíada e Paralimpíada 
de Tóquio de 2020.

A “Japan House” foi apre-
sentada à imprensa na 
quinta-feira. Ela foi mon-
tada no Parque Olímpico 
da cidade sul-coreana de 
Gangneung.
Uma das sete seções da 
instalação usa tecnologia 
de ponta para promover 

Japão apresenta protesto 
formal por exercícios 
militares russos nos 
Territórios do Norte

Defesa Nacional (07/02/2018)

O chanceler japonês Taro 
Kono disse que Tóquio 
apresentou um protesto for-
mal a Moscou devido aos 
exercícios militares ora em 
andamento na região da ilha 
de Kunashiri. A ilha é uma 
das quatro que compõem 
os chamados Territórios do 
Norte, reivindicados pelo 
Japão.
Militares russos anuncia-
ram que os jogos de guerra 
vão continuar até o domin-
go. Mais de dois mil mili-
tares participam das simu-
lações.
Na quarta-feira, o ministro 
dos Negócios Estrangeiros 
do Japão disse à comissão 
orçamentária da Câmara 
Baixa do parlamento que 
os exercícios poderiam le-
var a um reforço dos mili-
tares russos nas ilhas. Kono 
se referiu às quatro ilhas 
dos Territórios do Norte, 

incluindo Kunashiri.
A Rússia controla as 
ilhas, que são reivindica-
das pelo Japão.
Tóquio defende que as 
ilhas são parte inerente 
do território japonês, e 
que foram ocupadas ile-
galmente após a Segun-
da Guerra Mundial.
Kono afirmou que os 
exercícios militares rus-
sos são incompatíveis 
com a posição do gover-
no japonês.
O chanceler disse que 
para resolver o problema 
de maneira fundamen-
tal é preciso solucionar 
a questão territorial e 
assinar um tratado de 
paz com Moscou. Ele 
declarou que o governo 
vai continuar insistindo 
em negociações visando 
este objetivo.

atrações de Tóquio.
Os visitantes entram em 
uma cabine onde seus cor-
pos são escaneados. Após 
cerca de 5 minutos, eles 
podem ver imagens criadas 
por computador de si mes-
mos andando pelas ruas 
dos distritos de Asakusa ou 

Shibuya. As imagens são 
projetadas em uma tela de 
4,5 por 12 metros.
A Japan House será aber-
ta ao público de 9 a 25 de 
fevereiro e 9 a 18 de mar-
ço, datas de realização da 
Olimpíada e Paralimpíada 
de PyeongChang.

Templo de Nagano, região 
central do Japão, comemora 
Olimpíada de 1998

Olimpíada (09/02/2018)

Teve início na noite de 
quarta-feira em Nagano, 
região central do Japão, um 
evento anual de iluminação 
do famoso templo budista 
Zenkoji.
O evento comemora a Olim-
píada de Inverno de Nagano 
de 1998. Como tributo aos 
Jogos Olímpicos, o prédio 
principal do templo foi ilu-
minado com as cinco cores 

do evento esportivo.
Lanternas decoradas com 
recortes de papel em for-
mato de grous, pombos 
e outros símbolos da paz 
decoram o caminho de 
pedras que leva ao tem-
plo.
O evento é realizado to-
das as noites e vai até 
segunda-feira, 12 de fe-
vereiro.

Japão quer aumentar exportações de produtos 
alimentícios para cerca de 9 bilhões de dólares até 2019

Comentário  (09/02/2018)

A exportações de produ-
tos alimentícios do Japão 
em 2017, incluindo agrope-
cuários e marinhos, quebra-
ram um recorde pelo quinto 
ano consecutivo. O gover-
no do Japão planeja au-
mentar as exportações para 
o equivalente a cerca de 9 
bilhões de dólares até 2019. 
Hoje, para o Comentário, 
conversamos com Chizu 
Hori, pesquisadora do Ins-
tituto de Pesquisa Mizuho, 
sobre os fatores por trás 
deste contínuo aumento das 
exportações de alimentos 
do Japão.
Hori diz: “As exportações 
de alimentos do Japão vêm 
aumentando pelos últimos 
cinco anos. Em 2017, a 
pesca de vieiras e outros 
produtos marinhos mos-
trou sinais de recuperação, 
ao passo que os principais 
produtos como o saquê, be-
bidas não alcoólicas, carne 
bovina e chá verde mostra-
ram aumentos nas vendas. 
Frutas como morangos, 
uvas, pêssegos, bem como 
plantas de jardim e flores 

de corte também registra-
ram um aumento substan-
cial nas vendas, numa esca-
la muito menor.
Por trás desse contínuo 
crescimento está o aumen-
to da popularidade da culi-
nária japonesa no exterior, 
que resulta no aumento do 
número de restaurantes de 
comida japonesa em todo 
o mundo. O Ministério da 
Agricultura, Silvicultura 
e Pesca informa que o nú-
mero desses restaurantes 
na Ásia aumentou em 50% 
entre 2015 e 2017. Há bem 
menos restaurantes japone-
ses nas Américas Central e 
do Sul e no Oriente Médio, 
mas o ritmo do aumento 
nessas regiões é impressio-
nantemente alto, demons-
trando uma maior aprecia-
ção da comida japonesa.
Em relação às frutas, sub-
sídios do governo com o 
objetivo de ajudar a cons-
truir instalações voltadas 
às exportações parecem ter 
ajudado a propulsionar as 
vendas. Com vista na di-
minuição do mercado do-

méstico como resultado da 
queda populacional, produ-
tores agropecuários e mari-
nhos, bem como empresas 
comerciais, estão se voltan-
do às exportações para con-
seguir sobreviver.
Enquanto isso, o que os 
produtores e processadores 
de alimentos, e também os 
serviços de entrega deve-
riam fazer é criar produtos 
adequados às necessidades 
dos clientes no exterior, e 
melhorar as redes de dis-
tribuição. Por exemplo, pa-
íses da Europa proíbem a 
comercialização de produ-
tos químicos utilizados em 
plantações de chá do Japão. 
Assim, torna-se imperati-
vo cultivar plantas de chá 
de outra maneira para ex-
portá-los à Europa. O mais 
importante é tornar os pre-
ços dos produtos acessíveis 
à crescente classe média 
em outros países da Ásia. 
Produtores e fornecedores 
japoneses tendem a enviar 
seus produtos individual-
mente, o que muitas ve-
zes encarece os preços do 

transporte. Se essas empre-
sas comerciais consegui-
rem cooperar entre si em 
termos de cada produto ou 
em termos regionais, para 
transportar seus itens cole-
tivamente, isso vai ajudar 
essas empresas a venderem 
seus produtos a preços bem 
mais em conta para clientes 
no exterior.
Por outro lado, o governo 
do Japão deveria negociar 
o afrouxamento das regras 
para a importação de pro-
dutos. Como resultado das 
negociações bilaterais, em 
dezembro, a União Euro-
peia afrouxou restrições 
sobre alimentos das regiões 
atingidas pelo desastre nu-
clear de 2011 no Japão.
O governo deveria conti-
nuar convencendo outros 
países a afrouxarem suas 
restrições com base em 
dados científicos, para que 
produtos japoneses pos-
sam ser exportados para o 
maior número possível de 
países.”

Atividades econômicas conjuntas e 
a questão dos Territórios do Norte

Comentário (07/02/2018)

No Japão, o dia 7 de fe-
vereiro marca o “Dia dos 
Territórios do Norte”. O 
governo japonês vem pres-
sionando para conseguir o 
retorno do conjunto de qua-
tro ilhas, ora controladas 
pela Rússia. Segundo Tó-
quio, elas são parte inerente 
do território japonês, e nun-
ca haviam integrado qual-
quer território estrangeiro 
antes. A Rússia, por sua 
vez, defende que as quatro 
ilhas se tornaram parte do 
território russo como re-
sultado da Segunda Guerra 
Mundial, fato que Moscou 
diz ser reconhecido pelo di-
reito internacional.
Em 2016, o primeiro-mi-
nistro do Japão, Shinzo 

Abe, e o presidente da Rús-
sia, Vladimir Putin, concor-
daram que a promoção de 
atividades econômicas con-
juntas nos Territórios seria 
um grande passo rumo à 
assinatura de um acordo 
de paz. E as negociações 
vêm avançando neste sen-
tido. Mais recentemente, 
diálogos de nível vice mi-
nisterial administrativo 
foram realizados na ter-
ça-feira. Na pauta estava o 
planejamento de uma nova 
visita de japoneses ex-mo-
radores das ilhas, para que 
eles possam ir aos túmulos 
de seus antepassados. Foi 
abordada também a reali-
zação de diálogos de nível 
de trabalho com o objetivo 

de planejar um encontro de 
cúpula. Agora, espera-se 
que a reunião dos dois líde-
res aconteça em maio. Para 
falar mais sobre o assunto, 
vamos ouvir hoje o Comen-
tário de Toshihiko Ueno, 
professor da Universidade 
Sofia, em Tóquio. Ueno é 
especialista em política rus-
sa.
Ele diz: “Os russos alegam 
que atividades econômicas 
nos Territórios do Norte 
precisam se conformar ao 
seu sistema legal. Esta po-
sição diverge da opinião 
do Japão. Tóquio defende 
a necessidade de um mar-
co legal especial somente 
para as ilhas, que não seja 
baseado nem na lei russa 

nem na japonesa. Contudo, 
os russos vêm se mostran-
do relutantes em acatar esta 
alternativa. Em particular, 
projetos envolvendo a terra 
tocam em questões relacio-
nadas ao direito de proprie-
dade. Além disso, temas 
ligados a corporações e ins-
talações perpassam ques-
tões de jurisdição. Assim, 
os dois países atualmente 
se veem em um dilema no 
tocante a esta questão. A 
Rússia trabalha dentro dos 
seus próprios limites admi-
nistrativos e pretende le-
var a questão adiante nesta 
mesma direção.
Ainda assim, existe a pos-
sibilidade de progresso em 
áreas como o cultivo no 
oceano e o turismo mari-
nho. Acredito que os par-
ticipantes das discussões 
de nível de trabalho vão 
tentar chegar a algum con-
senso no que se refere a 
este tema, que é mais fácil 

de lidar, antes da cúpula de 
maio.
Em março, os russos vão 
às urnas escolher seu pre-
sidente. Os Territórios do 
Norte não são uma questão 
que suscita grande interesse 
entre os eleitores. Conside-
rando as sanções econômi-
cas impostas pelo ocidente 
por causa da anexação ile-
gal da Crimeia, para Mos-
cou é mais importante mos-
trar aos russos que mantém 
relações amistosas com o 
Japão.
Alguns especialistas te-

mem que atividades 
econômicas conjuntas 
possam servir apenas 
para retardar esforços 
visando solucionar a 
questão territorial. Do 
ponto de vista da Rús-
sia, pode-se dizer que a 
questão, de certa forma, 
“progrediu”. Mas, para 
o Japão, podemos dizer 
que outro problema deli-
cado acabou sendo cria-
do antes da questão dos 
Territórios do Norte ser 
solucionada.”
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「
サ
ン
パ
ウ
ロ
公こ

う

演え
ん

が
中

ち
ゅ
う

止し

に

な
る
の
か
」
な
ど
の
問と

い

合あ
わ

せ

が
藤ふ

じ

瀬せ

圭け
い

子こ

プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

な
ど
に
来き

て
い
る
そ
う
。
サ

ン
パ
ウ
ロ
新し

ん

聞ぶ
ん

が
美み

川か
わ

事じ

務む

所し
ょ

に
確か

く

認に
ん

し
た
と
こ
ろ
、「
報ほ

う

道ど
う

内な
い

容よ
う

は
マ
ス
コ
ミ
が
オ
ー

バ
ー
な
表

ひ
ょ
う

現げ
ん

を
し
た
だ
け
で
、

も
う
退た

い

院い
ん

し
大だ

い

丈じ
ょ
う

夫ぶ

で
す
」

と
の
返へ

ん

事じ

。
さ
ら
に
美み

川か
わ

さ

ん
本ほ

ん

人に
ん

か
ら
の
伝で

ん

言ご
ん

と
し
て
、

　聖
せ い

市
し

から西
せ い

北
ほ く

に３００キロのバウルー市
し

で
１０～１２日

に ち

の３日
か

間
か ん

、カーニバルが開
か い

催
さ い

さ
れる。そこで１２日

に ち

に登
と う

場
じょう

する地
じ

元
も と

名
め い

門
も ん

エスコ
ーラ「モシダーデ・ウニーダ・デ・ヴィラ・フ
ァルコン」は、バウルー市

し

と奈
な

良
ら

県
け ん

天
て ん

理
り

市
し

の姉
し

妹
ま い

都
と

市
し

提
て い

携
け い

を祝
い わ

う「TEN RIquezas na terra das 
cerejeiras」（桜

さくら

の地
ち

の豊
ゆ た

かさ）をテーマに行
こ う

進
し ん

を繰
く

り広
ひ ろ

げる。両
りょう

市
し

は１９７０年
ね ん

に提
て い

携
け い

を結
む す

ん
だので、２０２０年

ね ん

に５０周
しゅう

年
ね ん

を迎
む か

える。それ
を先

さ き

取
ど

りして祝
い わ

う形
かたち

になる。

「
心し

ん

配ぱ
い

し
な
い
で
待ま

っ
て
い
て

下く
だ

さ
い
！　

必か
な
ら

ず
行い

き
ま
す

か
ら
」
と
の
こ
と
。
す
で
に
チ

ケ
ッ
ト
を
買か

っ
た
人ひ

と

も
、
こ
れ

で
一ひ

と

安あ
ん

心し
ん

、
一ひ

と

安あ
ん

心し
ん

。

　
　
　
　
　

◎

　
「
ニ
ッ
ケ
イ
新し

ん

聞ぶ
ん

も
〃
ラ
ー

メ
ン
戦せ

ん

争そ
う

〃
に
参さ

ん

戦せ
ん

か
？
！
」

―
―
と
い
う
の
は
あ
く
ま
で

冗じ
ょ
う

談だ
ん

だ
が
、
本ほ

ん

紙し

編へ
ん

集し
ゅ
う

部ぶ

で
は
特と

く

別べ
つ

に
ラ
ー
メ
ン
７
種し

ゅ

の
深ふ

か

い
土と

地ち

柄が
ら

だ
。

　

同ど
う

サ
ン
バ
チ
ー
ム
の
エ
ン
レ

ド
（
テ
ー
マ
曲き

ょ
く
）
は
姉し

妹ま
い

都と

市し

提て
い

携け
い

の
節ふ

し

目め

を
祝い

わ

う
と
と

も
に
、
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

や
文ぶ

ん

化か

を

称た
た

え
る
も
の
。「
太た

い

鼓こ

が
響ひ

び

く
」

「
あ
り
が
と
う
」「
さ
よ
う
な

ら
」「
サ
ケ
」「
運う

ん

動ど
う

会か
い

」
な

ど
と
随ず

い

所し
ょ

に
日に

本ほ
ん

語ご

が
散ち

り

ば
め
ら
れ
て
い
る
。
ユ
ニ
フ
ォ

ー
ム
に
は
日に

っ

伯ぱ
く

両り
ょ
う

国こ
っ

旗き

、
天て

ん

理り

教き
ょ
う

伝で
ん

導ど
う

庁ち
ょ
う「
レ
カ
ン
ト
天て

ん

理り

」
の
図ず

柄が
ら

が
印い

ん

刷さ
つ

さ
れ
、

当と
う

日じ
つ

は
メ
ス
ト
レ
・
サ
ー
ラ

が
日に

本ほ
ん

の
扇せ

ん

子す

を
持も

っ
て
踊お

ど

る
。

　

同ど
う

チ
ー
ム
の
前ぜ

ん

身し
ん

は
バ
ウ

ル
ー
市し

で
１
３
度ど

の
優ゆ

う

勝
し
ょ
う

記き

録ろ
く

を
持も

つ
「
モ
シ
ダ
ー

デ
・
イ
ン
デ
ペ
ン
デ
ン
テ
・

ダ
・
ヴ
ィ
ラ
・
フ
ァ
ル
コ
ン
」。

１
９
７
６
年ね

ん

に
設せ

つ

立り
つ

さ
れ
、

２
０
１
５
年ね

ん

に
解か

い

散さ
ん

し
た
。

同ど
う

チ
ー
ム
の
復ふ

っ

活か
つ

を
望の

ぞ

む
フ

ァ
ン
や
元も

と

チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
が

「
モ
シ
ダ
ー
デ
・
ウ
ニ
ー
ダ

～
」
を
設せ

つ

立り
つ

。
１
６
、１
７

年ね
ん

と
優ゆ

う

勝し
ょ
うを
続つ

づ

け
今こ

年と
し

は
３

連れ
ん

覇ぱ

を
狙ね

ら

う
。

　

今こ
ん

回か
い

の
カ
ー
ニ
バ
ル
で
は

約や
く

５
５
０
人に

ん

が
８
つ
の
ア
ー
ラ

（
連れ

ん

）
に
分わ

か
れ
、
４
台だ

い

の

山だ

車し

が
出で

る
。
１
台だ

い

目め

の
山だ

車し

は
チ
ー
ム
の
象

し
ょ
う

徴ち
ょ
うで
あ
る

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
草く

さ

の
根ね

技ぎ

術
じ
ゅ
つ

協き
ょ
う

力り
ょ
く

事じ

業ぎ
ょ
うの
一い

っ

環か
ん

と
し
て
、

聖せ
い

州し
ゅ
うカ
サ
パ
ー
バ
市し

で
実じ

っ

施し

さ
れ
て
い
る
環か

ん

境き
ょ
う

教き
ょ
う

育い
く

推す
い

進し
ん

事じ

業ぎ
ょ
うの
た
め
、
公こ

う

益え
き

財ざ
い

団だ
ん

法ほ
う

人じ
ん

「
し
ま
ね
国こ

く

際さ
い

セ
ン
タ

ー
」
の
一い

っ

行こ
う

が
来ら

い

伯は
く

し
、
同ど

う

市し

の
市し

立り
つ

小し
ょ
う

学が
っ

校こ
う

教き
ょ
う

員い
ん

ら

に
環か

ん

境き
ょ
う

学が
く

習し
ゅ
うの
指し

導ど
う

案あ
ん

を
提て

い

案あ
ん

す
る
な
ど
し
た
。

　

同ど
う

セ
ン
タ
ー
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
草く

さ

の
根ね

技ぎ

術じ
ゅ
つ

協き
ょ
う

力り
ょ
く

事じ

業
ぎ
ょ
う

に
よ
り
、
１
４
年ね

ん

８
月が

つ

か
ら

１
７
年ね

ん

２
月が

つ

ま
で
市し

内な
い

の
モ

デ
ル
校こ

う

２
校こ

う

を
対た

い

象し
ょ
うに
支し

援え
ん

事じ

業ぎ
ょ
うを
実じ

っ

施し

し
た
。

　

昨さ
く

年ね
ん

８
月が

つ

か
ら
始は

じ

ま
っ
た

第だ
い

２
期き

同ど
う

事じ

業ぎ
ょ
うで
は
、
カ
サ

パ
ー
バ
市し

の
環か

ん

境き
ょ
う

教き
ょ
う

育い
く

の

実じ
っ

践せ
ん

力り
ょ
くを
高た

か

め
、
児じ

童ど
う

や
市し

民み
ん

の
環か

ん

境き
ょ
う

保ほ

全ぜ
ん

へ
の
理り

解か
い

や

取と

り
組く

み
を
向こ

う

上じ
ょ
うさ
せ
る
こ

と
を
目も

く

標ひ
ょ
うに
し
て
い
る
。

　

今こ
ん

回か
い

の
訪ほ

う

問も
ん

に
は
玉た

ま

串ぐ
し

和か
ず

代よ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
補ほ

佐さ

、
高た

か

塚つ
か

寛ひ
ろ
し、
長お

さ

和か
ず

博ひ
ろ

、
佐さ

藤と
う

仁ひ
と

志し

専せ
ん

門も
ん

員い
ん

、
福ふ

く

原は
ら

保た
も
つ

事じ

務む

局き
ょ
く

長ち
ょ
う、
横よ

こ

田た

敦
あ
つ
し

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
参さ

ん

加か

。
先せ

ん

月げ
つ

末ま
つ

か
ら
１
０
日か

ま

で
滞た

い

在ざ
い

し
、
同ど

う

市し

教き
ょ
う

育い
く

局
き
ょ
く

と
の
協

き
ょ
う

議ぎ

や
市し

立り
つ

小し
ょ
う

学が
っ

校こ
う

教き
ょ
う

員い
ん

を
対た

い

象し
ょ
うに
研け

ん

修し
ゅ
うを
行

お
こ
な

っ

た
。

玉
たま

串
ぐし

、高
たか

塚
つか

、長
おさ

、福
ふく

原
はら

四
よん

氏
し

　

在ざ
い

聖せ
い

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

広こ
う

報ほ
う

文ぶ
ん

化か

班は
ん

の
柳

や
な
ぎ

澤さ
わ

智と
も

洋ひ
ろ

領り
ょ
う

事じ

（
４
２
、
長な

が

野の

）
は
、
８
日か

、
離り

任に
ん

挨あ
い

拶さ
つ

の
た
め
、
本ほ

ん

紙し

を
訪お

と
ず

れ
た
。
任に

ん

期き

付づ
け

職し
ょ
く

員い
ん

と
し
て
１
５
年ね

ん

３
月が

つ

に
着

ち
ゃ
く

任に
ん

以い

来ら
い

、
お
よ
そ

３
年ね

ん

間か
ん

の
職

し
ょ
く

務む

を
振ふ

り

返か
え

り
、

日に
っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

へ
の
感か

ん

謝し
ゃ

を
滲に

じ

ま

せ
た
。

　

任に
ん

期き

中ち
ゅ
う

は
、
学が

く

術じ
ゅ
つ

交こ
う

流
り
ゅ
う

や
文ぶ

ん

化か

、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の

領り
ょ
う

域い
き

で
務つ

と

め
、
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

と

接せ
っ

点て
ん

が
多お

お

か
っ
た
柳

や
な
ぎ

澤さ
わ

領り
ょ
う

事じ

。

「
日に

本ほ
ん

か
ら
遠と

お

く
離は

な

れ
た
伯は

っ

国こ
く

で
、
日に

っ

本ぽ
ん

以い

上じ
ょ
うに
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

が
懸け

ん

命め
い

に
継け

い

承し
ょ
う
さ
れ
て
い

た
。
学ま

な

ぶ
こ
と
が
多お

お

く
、
充

じ
ゅ
う

実じ
つ

し
た
３
年ね

ん

間か
ん

だ
っ
た
」
と

感か
ん

慨が
い

深ぶ
か

げ
に
語か

た

っ
た
。

　

特と
く

に
、
昨さ

く

年ね
ん

５
月が

つ

に
開か

い

館か
ん

し
た
ジ
ャ
パ
ン
・
ハ
ウ
ス
の
安あ

ん

定て
い

立た
ち

上あ

げ
に
尽じ

ん

力り
ょ
く。
Ｊ
Ｈ
の

成せ
い

功こ
う

は
、
立り

っ

地ち

、
企き

画か
く

展て
ん

と

い
う
真ま

新あ
た
らし
さ
、
何な

に

よ
り
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

と
い
う
土ど

台だ
い

に
あ
っ

た
と
見み

て
お
り
、「
こ
れ
か
ら

が
長

ち
ょ
う

期き

的て
き

に
運う

ん

営え
い

し
て
ゆ
く

段だ
ん

階か
い

だ
。
も
う
少す

こ

し
見み

て
い

き
た
か
っ
た
」
と
名な

残ご
り

惜お

し

そ
う
。

　
「
伯は

く

人じ
ん

が
求も

と

め
る
分わ

か
り
や

す
い
日に

本ほ
ん

と
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
誇ほ

こ

り
を
持も

っ
て
見み

せ
た
い
繊せ

ん

細さ
い

さ

や
丁て

い

寧ね
い

さ
、
緻ち

密み
つ

さ
。
そ
こ

に
面お

も

白し
ろ

み
を
見み

い

出だ

し
て
も
ら

え
る
の
か
。
今こ

ん

後ご

ど
の
よ
う

　

ブ
ラ
ジ
ル
広ひ

ろ

島し
ま

文ぶ
ん

化か

セ
ン

タ
ー
（
平ひ

ら

崎さ
き

靖や
す

之ゆ
き

会か
い

長ち
ょ
う）
は

「
定て

い

期き

総そ
う

会か
い

」
を
２
５
日に

ち

午ご

前ぜ
ん

９
時じ

半は
ん

（
第だ

い

二に

次じ

召し
ょ
う

集し
ゅ
う）

か
ら
、
同ど

う

セ
ン
タ
ー
（R

u
a 

Tam
andare, 8

0
0

）
で

開か
い

催さ
い

す
る
。

　

昨さ
く

年ね
ん

度ど

事じ

業ぎ
ょ
う

及お
よ

び
会か

い

計け
い

報ほ
う

告こ
く

、
今こ

ん

年ね
ん

度ど

の
事じ

業ぎ
ょ
う

計け
い

画か
く

案あ
ん

、
予よ

算さ
ん

案あ
ん

に
つ
い
て
議ぎ

論ろ
ん

す
る
。
総そ

う

会か
い

後ご

に
は
新し

ん

年ね
ん

親し
ん

睦ぼ
く

昼ち
ゅ
う

食し
ょ
く

会か
い

が
開か

い

催さ
い

さ
れ
る
。

参さ
ん

加か

希き

望ぼ
う

者し
ゃ

は
２
０
日か

ま
で

に
申も

う

し
込こ

む
こ
と
。

　

１
６
・
１
７
年ね

ん

度ど

の
会か

い

費ひ

を
完か

ん

納の
う

し
た
各か

く

家か

庭て
い

に
同ど

う

セ

ン
タ
ー
６
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

誌し

が

１
冊さ

つ

配は
い

布ふ

さ
れ
る
。
問と

い

合あ
わ

せ・

出し
ゅ
っ

席せ
き

連れ
ん

絡ら
く

は
、同ど

う

県け
ん

人じ
ん

会か
い（
１

１
・
３
２
０
７
・
５
４
７
６
）

ま
で
。

類る
い

（
半は

ん

生な
ま

麺め
ん

タ
イ
プ
）
の
特と

っ

価か

販は
ん

売ば
い

を
始は

じ

め
る
。
先せ

ん

日じ
つ

特と
っ

価か

販は
ん

売ば
い

し
た
の
と
同お

な

じ
五い

十が
ら

嵐し

製せ
い

麺め
ん

の
商

し
ょ
う

品ひ
ん

で
、
１
個こ

８

レ
ア
ル
。
た
だ
し
３
個こ

な
ら
、

な
ん
と
特と

っ

価か

２
０
レ
ア
ル
だ
。

ラ
ー
メ
ン
専せ

ん

門も
ん

店て
ん

な
み
の
本ほ

ん

物も
の

の
味あ

じ

が
自じ

宅た
く

で
楽た

の

し
め
る
。

こ
の
値ね

段だ
ん

な
ら
日に

本ほ
ん

製せ
い

の
即そ

く

席せ
き

乾か
ん

麺め
ん

よ
り
安や

す

い
。「
札さ

っ

幌ぽ
ろ

ラ
ー
メ
ン
（
味み

噌そ

味あ
じ

）」「
博は

か

多た

ラ
ー
メ
ン
（
と
ん
こ
つ
味あ

じ

）」

「
沖お

き

縄な
わ

ラ
ー
メ
ン
（
ち
ゅ
ら

海う
み

ぬ
塩ま

ー
す
あ
じ味
）」「
東と

う

京き
ょ
うラ
ー
メ
ン

（
醤

し
ょ
う

油ゆ

味あ
じ

）」「
喜き

多た

方か
た

ラ
ー

メ
ン
（
醤

し
ょ
う

油ゆ

味あ
じ

）」「
喜き

多た

方か
た

ラ
ー
メ
ン
（
あ
っ
さ
り
醤

し
ょ
う

油ゆ

味あ
じ

）」「
喜き

多た

方か
た

ラ
ー
メ
ン（
こ

っ
て
り
醤

し
ょ
う

油ゆ

味あ
じ

）」
の
７
種し

ゅ

類る
い

。
な
お
編へ

ん

集し
ゅ
う

部ぶ

が
開あ

く
の

は
水す

い

曜よ
う

日び

か
ら
な
の
で
、
ご

注ち
ゅ
う

意い

を
。

チ
ー
ム
の
主し
ゅ

要よ
う

メ
ン
バ
ー
（
出
し
ゅ
っ

典て
ん:

同ど
う

チ
ー
ムFacebook

）

名め
い

門も
ん

チ
ー
ム
「
桜さ

く
ら

の
地ち

の
豊ゆ

た

か
さ
」

バ
ウ
ル
ー
／
天て

ん

理り

市し

姉し

妹ま
い

都と

市し

　

研け
ん

修し
ゅ
うは
２
日か

間か
ん

に
分わ

け
て

行お
こ
な

わ
れ
た
。
約や

く

２
５
０
人に

ん

の
地じ

元も
と

教き
ょ
う

員い
ん

を
集あ

つ

め
、
環か

ん

境き
ょ
う
き
ょ
う教
育い

く

の
学が

く

習し
ゅ
う

指し

導ど
う

案あ
ん

や

導ど
う

入に
ゅ
うの
仕し

方か
た

に
つ
い
て
の
説せ

つ

明め
い

を
行お

こ

な
っ
た
。

　

長お
さ

さ
ん
は
環か

ん

境き
ょ
う

教き
ょ
う

育い
く

の

重じ
ゅ
う

要よ
う

性せ
い

を
説せ

つ

明め
い

し
な
が
ら

「
こ
れ
か
ら
試し

験け
ん

的て
き

に
環か

ん

境き
ょ
う
き
ょ
う教
育い

く

授じ
ゅ

業ぎ
ょ
う

を
取と

り
入い

れ

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
草く

さ

の
根ね

技ぎ

術じ
ゅ
つ

協き
ょ
う

力り
ょ
く

で

し
ま
ね
国こ

く

際さ
い

セ
ン
タ
ー
が
指し

導ど
う

Ｊ
Ｈ
立た

ち

上あ
げ

で
尽じ

ん

力り
ょ
く

、
再さ

い

会か
い

を
誓ち

か

う

在ざ
い

聖せ
い

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

、
柳や

な
ぎ

澤さ
わ

領り
ょ
う

事じ

離り

任に
ん

て
改か

い

善ぜ
ん

を
重か

さ

ね
、
来ら

い

年ね
ん

２
月が

つ

を
め
ど
に
全ぜ

ん

市し

立り
つ

小し
ょ
う

学が
っ

校こ
う

で

導ど
う

入に
ゅ
うで
き
れ
ば
」
と
語か

た

っ
た
。

　

高た
か

塚つ
か

さ
ん
は
前ぜ

ん

期き

の
モ
デ

ル
校こ

う

の
取と

り
組く

み
や
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
う

改か
い

善ぜ
ん

の
た
め
の
取と

り
組く

み
な
ど

を
紹

し
ょ
う

介か
い

し
た
。
そ
の
ほ
か
、

モ
デ
ル
校こ

う

の
教

き
ょ
う

員い
ん

が
前ぜ

ん

期き

の

経け
い

験け
ん

を
踏ふ

ま
え
環か

ん

境き
ょ
う教
育い

く

の

重じ
ゅ
う

要よ
う

性せ
い

、
同ど

う

事じ

業ぎ
ょ
うの
意い

義ぎ

な

ど
を
発は

っ

表ぴ
ょ
うし
た
。

　

玉た
ま

串ぐ
し

さ
ん
に
よ
る
と
、
同ど

う

市し

教き
ょ
う

育い
く

局き
ょ
く

は
市し

内な
い

の
モ
ソ

タ
環か

ん

境き
ょ
うセ
ン
タ
ー
を
整せ

い

備び

し

て
い
る
ほ
か
、
市し

立り
つ

学が
っ

校こ
う

生せ
い

徒と

が
野や

外が
い

授じ
ゅ

業ぎ
ょ
うで
遠と

お

出で

す
る

時と
き

に
使つ

か

う
バ
ス
２
台だ

い

を
購こ

う

入
に
ゅ
う

す
る
な
ど
市し

も
協

き
ょ
う

力り
ょ
く

的て
き

だ
そ

う
。

　

次じ

回か
い

の
来ら

い

伯は
く

は
９
月が

つ

頃こ
ろ

と

な
り
、
Ａ
Ｂ
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
主し

ゅ

催さ
い

イ
ベ
ン
ト
で
同ど

う

事じ

業ぎ
ょ
うを
紹

し
ょ
う

介か
い

す
る
。

（７） ２０１８年第４９３５号 	 ２月	１０日	（土曜日）

広ひ
ろ

島し
ま

県け
ん

人じ
ん

会か
い

定て
い

期き

総そ
う

会か
い

２
５
日に

ち

　

５
月が

つ

に
サ
ン
パ
ウ
ロ
公こ

う

演え
ん

を
予よ

定て
い

し
て
い
る
歌か

手し
ゅ

の
美み

川か
わ

憲け
ん

一い
ち

が
４
日か

に
左

ひ
だ
り

足あ
し

首く
び

を

骨こ
っ

折せ
つ

し
、
７
日か

に
手し

ゅ

術じ
ゅ
つを
受う

け
た
と
日に

本ほ
ん

で
報ほ

う

道ど
う

さ
れ
て

い
る
。
ス
ポ
ー
ツ
紙し

な
ど
で

は
「
全ぜ

ん

治ち

２
カ
月げ

つ

、
今こ

ん

後ご

の

予よ

定て
い

は
白は

く

紙し

か
」
と
大だ

い

々だ
い

的て
き

に
報ほ

う

じ
ら
れ
、
一い

ち

部ぶ

の
人ひ

と

か
ら

　

印い
ん

刷さ
つ

所じ
ょ

が
カ
ー
ニ
バ
ル
の

祭さ
い

日じ
つ

に
入は

い

る
た
め
、
来ら

い

週し
ゅ
う

の
１
３
日に

ち

付づ
け

（
火か

）
及お

よ

び
、

１
４
日に

ち

付づ
け

（
水す

い

）
は
休き

ゅ
う

刊か
ん

。

次つ
ぎ

の
発は

っ

行こ
う

日び

は
、
１
５
日に

ち

付づ
け

（
木も

く

）
と
な
り
ま
す
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
岐ぎ

阜ふ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

（
青あ

お

山や
ま

高た
か

夫お

会か
い

長ち
ょ
う

）
は
「
定て

い

期き

総そ
う

会か
い

」
を
２
５
日に

ち

午ご

前ぜ
ん

１
０
時じ

（
第だ

い

二に

次じ

召し
ょ
う

集し
ゅ
う

）

よ
り
、
ニ
ッ
ケ
イ
パ
ラ
セ

ホ
テ
ル
（R

u
a G

alvao 
B

ueno, 4
2

5

）
で
開か

い

催さ
い

す

る
。

　

昨さ
く

年ね
ん

度ど

事じ

業ぎ
ょ
う

及お
よ

び
会か

い

計け
い

報ほ
う

カ
サ
パ
ー
バ
市し

環か
ん

境き
ょ
う

教き
ょ
う

育い
く

を
推す

い

進し
ん

ハ
ヤ
ブ
サ
と
鳥と

り

居い

、
２
台だ

い

目め

は
招ま

ね

き
猫ね

こ

と
鶴つ

る

、
次つ

ぎ

に
日に

本ほ
ん

の
最さ

い

先せ
ん

端た
ん

技ぎ

術じ
ゅ
つを
表あ

ら
わ
し
、
最さ

い

後ご

に
レ
カ
ン
ト
天て

ん

理り

が
出で

て

く
る
そ
う
。

　

９
日か

付づ
け

ポ
語ご

ニ
ュ
ー
ス
サ

イ
ト
「
Ｊ
Ｃ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
」
に
よ

れ
ば
、
同ど

う

エ
ス
コ
ー
ラ
の
ジ
ャ

イ
ー
ル
・
フ
ォ
ン
タ
ン
・
オ
ド

リ
ア
代だ

い

表ひ
ょ
うは
、「
私

わ
た
し

達た
ち

の
ヴ
ィ

ラ
・
フ
ァ
ル
コ
ン
区く

の
代だ

い

表ひ
ょ
うと

し
て
、
３
連れ

ん

覇ぱ

を
目め

指ざ

し
た

い
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

　

同ど
う

市し

在ざ
い

住じ
ゅ
うの
天て

ん

理り

教き
ょ
う

関か
ん

係け
い

の
日に

っ

本ぽ
ん

人じ
ん

男だ
ん

性せ
い

は
、
同ど

う

チ
ー

ム
が
姉し

妹ま
い

都と

市し

関か
ん

係け
い

を
テ
ー

マ
に
す
る
こ
と
を
ニ
ュ
ー
ス
で

知し

っ
た
そ
う
。「
全ま

っ
た
く
な
に
も

知し

ら
さ
れ
て
お
ら
ず
、
本ほ

ん

当と
う

に
驚お

ど
ろい
て
い
る
」
と
戸と

惑ま
ど

い
な

が
ら
も
、「
日に

本ほ
ん

か
ら
遠と

お

い
国く

に

の
カ
ー
ニ
バ
ル
で
取と

り

上あ

げ
て
く

れ
て
い
る
と
考か

ん
が
え
る
と
光こ

う

栄え
い

」

と
語か

た
っ
た
。

　

１
２
日に

ち

は
午ご

ご

後
７
時じ

１
５

分ふ
ん

に
カ
ー
ニ
バ
ル
の
パ
レ
ー
ド

開か
い

始し

、
モ
シ
ダ
ー
デ
・
ウ
ニ

ー
ダ
・
デ
・
ヴ
ィ
ラ
・
フ
ァ
ル

コ
ン
は
２
番ば

ん

目め

の
出

し
ゅ
つ

場じ
ょ
うと
な

り
、
午ご

前ぜ
ん

０
時じ

半は
ん

か
ら
出

し
ゅ
つ

場
じ
ょ
う

す
る
。

離
り

任
にん

挨
あい

拶
さつ

に訪
おとず

れた柳
やなぎ　

澤
さわ

領
　りょう

事
　じ

告こ
く

の
ほ
か
、
理り

事じ

並な
ら

び
に
監か

ん

事じ

改か
い

選せ
ん

も
行お

こ
な

わ
れ
る
。
総そ

う

会か
い

後ご

に
開か

い

催さ
い

さ
れ
る
新し

ん

年ね
ん

会か
い

は

参さ
ん

加か

費ひ

７
０
レ
。

　

問と
い

合あ
わ

せ
・
出

し
ゅ
っ

席せ
き

連れ
ん

絡ら
く

は
、

同ど
う

県け
ん

人じ
ん

会か
い

（
１
１
・３
２
０
９

・
８
０
７
３
）
ま
で
。

に
し
て
、
そ
の
間あ

い
だ

の
融ゆ

う

合ご
う

を

図は
か

っ
て
い
く
の
か
、
今こ

ん

後ご

に
期き

待た
い

が
持も

て
る
の
で
は
な
い
か
」

と
見み

通と
お

し
た
。

　

柳
や
な
ぎ

澤さ
わ

領り
ょ
う

事じ

は
、
も
と
も
と

建け
ん

築ち
く

家か

で
、
伯は

く

人じ
ん

妻づ
ま

と
と
も

に
１
１
年ね

ん

か
ら
１
５
年ね

ん

ま
で

レ
シ
フ
ェ
に
在ざ

い

住じ
ゅ
うし
、
建け

ん

築ち
く

事じ

務む

所し
ょ

で
働は

た
ら
い
た
経け

い

験け
ん

も
あ
る
。

「
日に

本ほ
ん

に
帰き

国こ
く

す
る
が
、
今こ

ん

後ご

も
伯は

っ

国こ
く

と
の
関か

ん

係け
い

は
あ
り

続つ
づ

け
る
。
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
皆み

な

様さ
ま

に
は
大た

い

変へ
ん

お
世せ

話わ

に
な
っ
た
。

ま
た
別べ

つ

の
形か

た
ち

で
再さ

い

会か
い

で
き
る

の
を
楽た

の

し
み
に
し
て
い
る
」
と

誓ち
か

っ
た
。

今こ

年と
し

の
テ
ー
マ
を
表あ
ら
わす
図ず

柄が
ら

（
出
し
ゅ
っ

典て
ん:

同ど
う

チ
ー
ムFacebook

）

□
休き
ゅ
う

刊か
ん

の

お
知し

ら
せ
□

岐ぎ

阜ふ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

総そ
う

会か
い

と
新し
ん

年ね
ん

会か
い

カ
ー
ニ
バ
ル
で
５
０
周し

ゅ
う

年ね
ん

前ま
え

祝い
わ

い

次じ

召し
ょ
う

集し
ゅ
う

）
か
ら
、
同ど

う

会か
い

館か
ん

（R
u

a p
irap

itin
g

u
i, 

7
2

）
で
開か

い

催さ
い

す
る
。

　

昨さ
く

年ね
ん

度ど

事じ

業ぎ
ょ
う

及お
よ

び
会か

い

計け
い

報ほ
う

告こ
く

の
ほ
か
、
役や

く

員い
ん

改か
い

選せ
ん

も
行

お
こ
な

わ
れ
る
。

　

総そ
う

会か
い

後ご

に
は
新し

ん

年ね
ん

祝し
ゅ
く

賀が

会か
い

・
研け

ん

修し
ゅ
う

員い
ん

お
帰か

え

り
会か

い

・

行い

っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
会か

い

も
開か

い

催さ
い

す
る
。
参さ

ん

加か

費ひ

３
０
レ
。

　

問と

い
合あ

わ
せ
・
出

し
ゅ
っ

席せ
き

連れ
ん

絡ら
く

は
同ど

う

県け
ん

人じ
ん

会か
い

（
１
１
・３
２
０

８
・６
０
７
４
）
ま
で
。

「
聖せ

い

州し
ゅ
う

新し
ん

報ぽ
う

」
が
創そ

う

刊か
ん

さ
れ

た
。
１
９
５
１
年ね

ん

に
天て

ん

理り

教
き
ょ
う

ブ
ラ
ジ
ル
伝で

ん

道ど
う

庁ち
ょ
うが
作つ

く

ら
れ

る
な
ど
、
日に

本ほ
ん

と
は
ゆ
か
り

　

バ
ウ
ル
ー
市し

は

戦せ
ん

前ぜ
ん

か
ら
鉄て

つ

道ど
う

分ぶ
ん

岐き

駅え
き

と
し
て

栄さ
か

え
、
邦ほ

う

字じ

紙し

　

ブ
ラ
ジ
ル
山や

ま

口ぐ
ち

県け
ん

人じ
ん

会か
い

（
要よ

う

田だ

武た
け
し

会か
い

長ち
ょ
う
）
は
総そ

う

会か
い

を

２
５
日に

ち

午ご

前ぜ
ん

９
時じ

半は
ん

（
第だ

い

二に

山や
ま

口ぐ
ち

県け
ん

人じ
ん

会か
い

総そ
う

会か
い

、
２
５
日に
ち

役や
く
員い
ん
改か
い
選せ
ん
と
新し
ん
年ね
ん
会か
い
も
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ANO XXI  –  Nº 4935 SÃO PAULO, SÁBADO, 10 DE FEVEREIRO DE 2018 R$ 4,00
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